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八街市教育委員会議事録 

 

令和８年第８回定例会 

 

期　　　日　　令和８年８月２１日（金） 

　　　　　　　開会   午前　１０時３０分 

            　閉会　午前　１１時２０分 

 

場　　　所　　第１会議室 

 

教育長及び　　教 　 　 育 　 　 長　　　　　　　浅　尾　智　康 

出 席 委 員　　教育長職務代理者　　　　　　　山　田　良　子 

委　　　　　　員　　　　　　　吉　田　昌　弘 

委　　　　　　員               近　藤　　　博 

            　委　　　　　　員     　　　　　伊　藤　良　子 

 

出 席 職 員　　教 　 育 　 部 　 長　　　川　津　和　久 

　　　　　　　教 育 総 務 課 長　　　塚　本　　　廣 

　　　       　学 校 教 育 課 長　　　羽田野　　　淳 

　　　       　　生 涯 学 習 課 長   　　富　谷　のり子 

　　　　　　      　生涯学習課スポーツ振興室長　　　  　　　　　　　                                             宮　内　英　史 
　　　       　兼 ス ポ ー ツ プ ラ ザ 所 長　　　　　　　　　　　　　　 

　　　       　中 央 公 民 館 長　　　十　川　徳　雄 

　　　       　図 書 館 長   　　金　谷　隆　之 

            　学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長　　　吉　野　輝　彦 

　　　       　郷 土 資 料 館 長   　　青　栁　好　宏 

　　　　　　　教育総務課副主幹(事務局)　　　五木田　英　保 

 　

１．教育長開会宣言 

○教育長 

 　ただいまから、令和８年第８回八街市教育委員会定例会議を開会します。

 　本日の出席委員は、私を含めて全員です。

 　定足数に達しておりますので直ちに会議を開きます。

　本日の日程は事前に配付のとおりです。　 

 

２．議事録署名人の指名 

○教育長 

  議事録署名人に山田教育長職務代理者と吉田委員を指名します。 
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３．教育長報告 

○教育長 

　教育長報告を教育部長からお願いします。 

○教育部長 

資料の１ページをご覧ください。 

　令和８年７月１４日から８月２０日までの教育長が出席した行事及び動静

について、主なものをご報告いたします。 

　７月２２日から２４日は、市教育センターが主催する教職員対象の研修会を

 視察しました。

　フレッシュ・ミドルリーダー研修会は、県総合教育センターの「出前あすな

 ろ塾」及び「出前中堅職員サポート塾」として、導入アプリケーション等実践

研修会は、本市に関わりのある１８社の企業から講師をお招きして、それぞれ

 開催しました。

　他にも、教育センター主催の夏季研修会として、道徳研修会では北総教育事

務所から、ＩＣＴ研修会ではＮＴＴから、外国語教育研修会では立教大学から、

それぞれ専門家を講師にお招きして開催した結果、延べ１８０人が研修会に参

加し、どの研修会でも満足度が８割を超えており、次年度もぜひ実施してほし

 いという意見も多くみられるなど、教職員にとって有益な研修となりました。

　７月２８日、八街北小学校区内において、通学路交通安全プログラム危険箇

 所点検に同行しました。

　点検には、学校、教育委員会及び市建設部道路河川課職員のほか、安全安心

担当官、佐倉警察署及び県印旛土木事務所職員にも参加願い、学区内の危険箇

 所を確認し、対応策を検討しました。

　なお、教育委員会では、７月２８日から８月６日にかけて、全小学校区ごと

 に、合計５８件の危険箇所点検を実施しました。

　７月２９日、中央公民館において、八街市演劇部合同発表会が開催され、八

街中学校及び八街中央中学校の演劇部並びに千葉黎明高等学校の演劇愛好会に

よる演劇を鑑賞しました。各校の生徒たちは、キャスト、照明、音響などを分

担し、それぞれの作品に思いを込めながら、皆、生き生きと表現していました。 

　８月１日、明朗塾において、第２７回めいろう夏まつりが開催され、開会式

 に出席しました。

　会場には、朝陽小学校と市内中学生有志による八街推し活クラブのブースが

 設けられ、ごみの回収などに協力していました。

　８月３日、市役所において、第２回八街市立学校の適正配置等検討委員会を

開催しました。会議では、千葉大学副学長の貞廣斎子教授に特別委員としてご

出席いただき、第１回会議の振り返りを行った後、学校の適正規模・適正配置
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に関する基本的な考え方について検討しました。貞廣先生からは、こどもたち

を将来どのような市民に育てたいのか、そのためにどのような教育環境が望ま

 しいのかという観点での検討が重要であることなどのお話がありました。

　８月７日、本市の呼びかけにより、印旛郡市教育施設管理者情報交換会を初

めて開催しました。会議では、各市町ごとに学校施設の整備状況を発表した後、

施設ごとの整備手法や財源の活用等について質疑を交わすなど、極めて有意義

 な会議となったことから、この会は、当分の間継続することとしました。

　８月１６日、市役所において、「二十歳を祝う会」実行委員会に出席しまし

 た。

　今回の実行委員会は、市内４中学校区から選出された二十歳の皆さん２０人

で構成され、会議では、式典の内容や社会貢献企画について話し合われました。 

　なお、１０月４日に予定している第２回実行委員会では、市長との懇談会を

予定しており、「二十歳を祝う会」は、令和９年１月１０日  日曜日に中央公

 民館で開催する予定です。

　８月１８日、小谷流の里ドギーズアイランドで開催された、小・中学生を対

 象とした「八街イングリッシュデイキャンプ」を視察しました。

　小谷流の里ドギーズアイランド様には、前回に続き今回もご厚意で会場を提

 供いただきました。

　参加者は、小学校５・６年生１６人と中学生１２人の合計２８人の他、ＡＬ

Ｔ１２人など１６人のスタッフにもご協力いただきました。 

　また、今回は、八街ユネスコ協会のご協力のもと、ユネスコの活動内容を学

んだ後、「平和に生活していくために自分たちには何ができるか」をテーマに、

グループごとに、こどもたちとＡＬＴが一緒になって意見交換を行いました。

　こどもたちは、皆、初めは緊張した様子でしたが、ＡＬＴたちによる楽しい

進行により、次第に打ち解け、後半には、皆、英語で積極的に会話するように

なっていました。 

　そのほかの行事につきましては、書面をもって報告させていただきます。 

　報告は以上です。                           
○教育長 

　私からも補足させていただきますと８月４日に行われました千葉県子ども読

書の集いおはなし会では、昨年に引き続き、本市のジュニア司書によるおはな

し会を実施しした。 

　今回は、高校生１名、中学生３名がそれぞれのブースに分かれて読み聞かせ

を行っていましたが、昨年よりも多くの来場者に足を運んでいただくことがで

き、ジュニア司書達もとても良い経験ができたと思います。 

　さらにシアター形式での手遊びや読み聞かせがあり、小さなお子様から高齢

者の方まで和やかな雰囲気で参加されていました。 
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　是非これからも、このような機会を設けていきたいと考えております。 

 　ただいまの報告に対して、質問等がありましたらお願いします。

＜質疑なし＞ 

 

４．前回議事録の承認について 

○教育長 

　続いて、議事録の承認についてお諮りします。 

　前回７月１４日に開催しました第７回教育委員会定例会の議事録の写しをお

 手元にお配りしましたが、内容について、ご異議ありませんか。

＜異議なし＞ 

　異議なしと認め、当該議事録につきまして、後ほど議事録署名人からの署名

を頂戴したいと思います。 

 

５．議題 

 ○教育長

　本日の議題を宣告します。 

　本日の案件は議案第１号から第２号までの議案２件、第１号報告の報告議案

１件です。 

　続きまして、非公開について、お諮りします。 

　議案第２号及び第１号報告については、教育委員会会議規則第１３条第１項

第４号「市長又は議会に対する意見の申出等」に該当することから、非公開に

 より審議したいと思いますがご異議ありませんか。

  ＜異議なし＞ 

○教育長 

　ご異議なしと認め、議案第２号及び第１号報告については非公開により審議

することとします。 

　はじめに、議案第１号、「令和８年度八街市立幼稚園児の募集について」を

議題とします。 

　事務局の説明をお願いします。 

 ○学校教育課長

　議案第１号、令和９年度八街市立幼稚園児の募集について、ご説明いたしま

 す。

 　資料の２ページをご覧ください。

　本議案については、八街市立幼稚園管理規則第１８条の規定に基づくもので

 す。

　今年度休園の朝陽幼稚園を次年度も引き続き休園としますので、表のとおり

 募集する幼稚園及び定員の欄は八街市立八街第一幼稚園の１園としています。
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 　募集定員につきましては、昨年度同様、６０名となっております。

　八街第一幼稚園には、現在も児童クラブ設置のため施設の一部を使用してお

 りますが、今年度の実績として定員の受け入れについては十分可能です。　　

 　以上で説明を終わります。

　ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○教育長 

 　ただいまの説明に対して質問等がありましたらお願いします。

 　＜質疑なし＞

　質疑がなければ、議案第１号について、原案のとおり可決することにご異義

 ありませんか。

 　＜異議なし＞

 　ご異議なしと認め、本案を可決することに決定しました。

　続きまして、教育委員報告があります。 

　山田教育長職務代理者から「第２回八街市立学校の適正配置等検討委員会」

 の報告をお願いします。

 ○山田教育長職務代理者

　８月３日の第２回八街市立学校の適正配置等検討委員会を傍聴してきまし

た。 

　第１部に、第１回目の振り返りとして、各学校の児童数推移について二州

小学校沖分校について詳しく説明がありました。 

　また、学校の年間経費について説明がありました。 

　第２部では、千葉大学副学長の貞廣斎子教授の「学校の適正規模・適正配

置に関する基本的な考え方」の講演が行われました。 

　講演では、学校の在り方で重要なことは、どのような市民になってほしい

のか、そのためにはどのような教育をするべきかなのかを第１に考える必要

があると、とても大切なことに気づかさせていただきました。 

　また、全国の少子化の傾向や国の方針、社会の変化についての講演もあり、

いろいろ今後の学校の在り方を考える上で、大変参考となるお話でした。 

　今後、どのような市民になってほしいのかを考えながら本市の学校の再配

置等について考えていきたいと思います。 

 ○教育長

 　ありがとうございました。

　八街市立学校の適正配置等検討委員会ですが本年度は、児童生徒数の減少へ

の対応や保護者や地域との連携など、毎回テーマを変えて委員の皆様から意見

をいただいて学校の適正規模・適正配置について検討してまいりたいと考えて

 おります。

　以上で教育委員報告を終わります。　 
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　それでは、ここからの審議は非公開となります。 

 

 

　議案第２号、教育委員会事務事業の点検及び評価について 

 　教育総務課長の説明後、協議を行い、原案どおり可決した。

 

　第１号報告、令和８年度八街市一般会計教育費予算の補正について 

 　各担当課長が説明を行った。

 

　以上で、本日の議題は、終了しました。 

 

６．その他 

○教育長 

　その他について、事務局から何かありますか。 

  　＜特にありません＞　 

 

 ７．教育長閉会宣言

 ○教育長　

　それでは、本日の日程は、これをもって終了し、閉会とします。 

 

 



第６　その他

第７　教育長閉会宣言

（２）報告事項

　　　第１号報告　令和８年度八街市一般会計教育費予算の補正について

　　　議案第２号　教育委員会事務事業の点検及び評価について

　　　議案第１号　令和９年度八街市立幼稚園児の募集について

第１　教育長開会宣言

第２　議事録署名人の指定

第３　教育長報告

第４　前回議事録について

第５　議　　題

（１）議決事項

令和８年第８回八街市教育委員会定例会議事日程

令和　８年　８月２１日（金）　

午前１０時３０分　第１会議室　

定例会





曜日 場所 内容

7 / 14 火 9 : 15
川上小学校・スポーツプラ
ザ

教育委員視察

〃 13 : 30 団体研修室 教育委員会定例会議

7 / 22 水 9 : 00 八街中央中学校
フレッシュ・ミドルリーダー教員研修会視
察

〃 14 : 00 大会議室 社会教育委員会議

7 / 23 木 15 : 00 中央公民館 学校運営研修会

7 / 24 金 13 : 30 　〃
八街市導入アプリケーション等実践研修会
視察

7 / 28 火 9 : 00 八街北小学校区
八街市通学路交通安全プログラム危険箇所
点検

7 / 29 水 9 : 00 千葉県庁 千葉県いじめ対策調査会

〃 13 : 00 中央公民館 八街市演劇部合同発表会

8 / 1 土 16 : 00 明朗塾 第27回めいろう夏まつり

8 / 3 月 9 : 10 特別会議室 庁議

〃 15 : 00 大会議室
第２回八街市立学校の適正配置等検討委員
会

8 / 4 火 9 : 00 教育長室 教育委員会連絡会議

〃 13 : 30 イオンモール幕張新都心 千葉県子ども読書の集いおはなし会

8 / 5 水 14 : 30 衆議院議員会館 浮島智子衆議院議員表敬訪問

8 / 6 木 11 : 00 健康教室 民生委員推薦会

〃 14 : 00 第１会議室 第１回八街市交通安全対策会議

8 / 7 金 14 : 00 　〃 印旛郡市町教育施設管理者情報交換会

8 / 10 月 10 : 00 千葉県庁 千葉県いじめ対策調査会

8 / 12 水 9 : 20 市長室 新日本婦人の会八街支部要望書提出

〃 14 : 00 図書館 ジュニア司書養成講座おはなし会視察

8 / 16 日 10 : 00 第１会議室 二十歳を祝う会実行委員会

8 / 18 火 9 : 00 ドギーズアイランド イングリッシュデイキャンプ視察

〃 16 : 00 第１会議室 部課長会議

〃 16 : 30 教育長室 教育委員会連絡会議

　令和８年７月１４日第７回定例会議事録…別添のとおり

〃

〃

教育長報告

日付 時間

令和８年７月１４日～令和８年８月２０日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－1－



申 込 先 八街市立八街第一幼稚園

願書配布
開 始 日

令和８年１０月１日（木）から八街第一幼稚園、教育委員会 教
育部学校教育課及び健康福祉部 子育て支援課にて配付

願書受付期日
令和８年１０月１９日（月）・１０月２０日（火）
午前９時から午後５時まで
※令和８年９月１５日発行の広報及びホームページに掲載

選 考 定員を超えた場合は抽選とする。

対 象 者 ４歳児　令和４年４月２日から令和５年４月１日までに生まれた幼児

募集する
幼 稚 園
及び定員

八街市立八街第一幼稚園 八街市八街ほ７８番地２ ６０名

八街市教育委員会教育長　浅尾　智康　　　

議案第１号

　　　令和９年度八街市立幼稚園児の募集について

　八街市教育委員会は、令和９年度八街市立幼稚園児の募集について、次のと

おり決定する。

　令和８年８月２１日提出

－2－



八街市教育委員会教育長　浅尾　智康　　　

議案第２号

　　　教育委員会事務事業の点検及び評価について

　八街市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第

１項の規定に基づき、令和７年度執行教育委員会事務事業の点検及び評価の報

告書を別冊のとおり作成し、議会に提出する。

　令和８年８月２１日提出

－3－



 

 

 

 

 

 

教育委員会の事務の管理及び執行状況の  

点検及び評価の報告書  

令和７年度対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 八街市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和８年９月

議案第2号別冊
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１ 大綱の基本理念

　次代を担う人々が、八街で生まれて育ったことを誇り
　とし、健やかに成長していくため、市民一人一人が
　教育に対する理解と関心を深め、学校・家庭・地域が
　連携し、望ましい教育環境をつくる。

２ 施策の大綱

Ⅰ　こどもの教育・健全育成の充実

Ⅱ　生涯学習・スポーツの推進

Ⅲ　市民文化の創造と継承

Ⅳ　豊かな心を育む交流の推進

　生涯学習社会の形成を目指し、さまざまな学習活動の支援と学習成果を活か
すことのできる機会づくりに努めます。また、スポーツ・レクリエーション活
動に親しむ機会の拡充を図ります。

　市民の芸術文化活動を支援し、発表や交流の場を拡充するとともに、八街の
歴史文化遺産の保護・継承と活用に努めます。

　国際交流、地域間交流、世代間交流を推進し、広い視野を持つ人材の育成や
人々が交流する場の提供に努めます。

　こどもたちが健全に成長し、人間性豊かな心を育むために、八街の特色を活
かした教育活動や学習環境の充実を図ります。また、学校・家庭・地域が連携
した地域ぐるみの青少年健全育成に努めます。
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八 街 市 民 憲 章  

 

 

　 わ た く し た ち の 八 街 は 、 開 拓 の 歴 史 と 恵 ま れ た 自 然 環 境 の 中 で 、 先

人 の 努 力 に よ っ て 栄 え て き た ま ち で す 。  

　 わ た く し た ち は 、「 ヒ ュ ー マ ン フ ィ ー ル ド や ち ま た 」 を 目 指 し て 、

調 和 の と れ た よ り よ い ま ち づ く り の た め に 、 こ の 憲 章 を 定 め ま す 。  

 

　 　 １ ． 郷 土 を 愛 し 、 文 化 の か お り 高 い ま ち に し ま し ょ う 。  

　 　 １ ． 自 然 を 大 切 に し 、 潤 い の あ る 美 し い ま ち に し ま し ょ う 。  

　 　 １ ． き ま り を 守 り 、 明 る い 住 み よ い ま ち に し ま し ょ う 。  

　 　 １ ． お も い や り の あ る 、 心 の か よ っ た 豊 か な ま ち に し ま し ょ う 。  

　 　 １ ．ス ポ ー ツ に 親 し み 、健 康 で 働 く た く ま し い ま ち に し ま し ょ う 。 

 

　 　 　 　 　 　  〈 平 成 ４ 年 ９ 月 ２ ８ 日 制 定 〉 

       　 　 　   八   街   市

 

青 少 年 健 全 育 成 都 市 宣 言  

 

 

　 ひ と ・ ま ち ・ み ど り が 輝 く ヒ ュ ー マ ン フ ィ ー ル ド や ち ま た を 大 き く

発 展 さ せ 、 次 代 の 八 街 を 創 る 者 は 、 青 少 年 で す 。  

　 青 少 年 が 、 夢 、 希 望 を 持 ち 、 自 由 と 責 任 を 自 覚 し な が ら 、 た く ま し

く 生 き て い く 力 を 蓄 え 、 広 く 社 会 に 役 立 つ 人 材 に 成 長 す る こ と は 、 市

民 す べ て の 願 い で す 。 こ の 願 い を 実 現 す る た め 、 青 少 年 自 ら の 努 力 を

期 待 す る と と も に 、 家 庭 、 学 校 、 地 域 社 会 が 一 体 と な り 、 優 し さ と 潤

い の あ る 環 境 の 中 で 青 少 年 を 心 身 共 に 健 や か に 育 て る こ と を 決 意 し 、

こ こ に 八 街 市 を 『 青 少 年 健 全 育 成 都 市 』 と す る こ と を 宣 言 す る 。  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  〈 平 成 ２ ０ 年 ３ 月 １ ９ 日 制 定 〉  

                        八 街 市
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１ １ 月 １ ２ 日 は 「 や ち ま た 教 育 の 日 」  

 

 

　 八 街 市 教 育 委 員 会 で は 、「 ひ と ・ ま ち ・ み ど り が 輝 く ヒ ュ ー マ ン フ

ィ ー ル ド や ち ま た 」 の 具 現 化 に 向 け 、 明 日 の 八 街 市 を 担 う 、 夢 を い だ

き 心 豊 か で た く ま し く 生 き る 子 ど も 達 を 育 て る た め 、 様 々 な 施 策 を 展

開 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

　 次 代 を 担 う 人 々 が 、 八 街 で 生 ま れ 育 っ た こ と を 誇 り と し 、 健 や か に

成 長 し て い く た め に は 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 相 互 の 連 携 を 推 進 す る と

と も に 、 市 民 一 人 ひ と り が 教 育 に 対 す る 理 解 と 関 心 を 深 め 、 そ れ ぞ れ

の 場 で 役 割 を 担 い 、 や ち ま た の ひ と づ く り に 積 極 的 に 参 加 し て い た だ

く こ と が 不 可 欠 で あ り ま す 。  

　 八 街 市 教 育 委 員 会 で は 、〈 学 校 改 善 〉〈 継 続 指 導 〉〈 学 校 ・ 家 庭 ・ 地

域 と の 連 携 〉 の ３ つ の 柱 を 視 点 と し た 『 幼 小 中 高 連 携 教 育 』 を 全 国 に

先 が け 平 成 ９ 年 か ら 取 り 組 み 、 そ の 成 果 を 平 成 １ ６ 年 に 全 国 公 開 で 発

表 し た 、 １ １ 月 １ ２ 日 を 「 や ち ま た 教 育 の 日 」 と 定 め 、 併 せ て １ １ 月

を 「 や ち ま た 教 育 の 日 月 間 」 と し て 定 め ま し た 。  

                      〈 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 制 定 〉 

                       八 街 市 教 育 委 員 会

 
市 の 花 『 ヒ マ ワ リ 』

 

 

　 市 制 施 行 ２ ０ 周 年 の 節 目 に あ た り 、 市 の 花 を 「 ヒ マ ワ リ 」 に 指 定 し

ま し た 。  

　 天 に 向 か っ て 一 直 線 に 伸 び 、 鮮 や か な 大 輪 の 花 を 咲 か せ る イ メ ー ジ

か ら 『【 ひ 】 か り 輝 き 、【 ま 】 わ り を 照 ら す 、【 わ 】 た し も あ な た も 、

【 り 】っ ぱ に 育 て よ 』と 、次 代 を 担 う 子 ど も た ち へ の 思 い を 込 め 、「 ヒ

マ ワ リ 」 が 市 の 花 に 決 定 し ま し た 。  

                                     〈 平 成 ２ ５ 年 ２ 月 １ 日 制 定 〉 

                                    　  八 街 市
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Ⅰ 　 教 育 委 員 会 の 事 務 の 点 検 及 び 評 価 に つ い て  

 

 

　 １ ． 　 点 検 評 価 の 目 的 及 び 趣 旨 　 　  
 

　 効 果 的 な 教 育 行 政 の 推 進 に 資 す る と と も に 、 市 民 へ の 説 明 責 任 を 果 た し て い く

た め 、「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」 第 ２ ６ 条 の 規 定 に よ り 、 教

育 委 員 会 は 、 毎 年 、 そ の 権 限 に 属 す る 事 務 （ 教 育 長 に 委 任 さ れ た 事 務 そ の 他 教 育

長 の 権 限 に 属 す る 事 務 を 含 む 。） の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点 検 及 び 評 価 を

行 う こ と と さ れ て お り 、 そ の 結 果 に 関 す る 報 告 書 を 作 成 し ま し た 。  

　 そ の 他 、 教 育 委 員 会 の 所 管 す る 全 て の 幼 稚 園 、 小 中 学 校 及 び 教 育 施 設 の 教 育 委

員 会 訪 問 を 行 い ま し た 。 そ の 際 、 授 業 や 施 設 の 状 況 な ど を 参 観 す る と も に 、 学 校

長 等 か ら 学 校 運 営 、 学 校 の 現 状 、 学 校 の 課 題 な ど の 説 明 を 受 け 、 質 疑 応 答 を 行 う

こ と な ど 、 学 校 及 び 教 育 施 設 の 状 況 を 把 握 す る こ と に 努 め ま し た 。  

 

 

　 ２ ． 　 点 検 評 価 の 対 象 　 　   
    

　 点 検 及 び 評 価 の 対 象 は 、 令 和 ７ 年 度 の 教 育 委 員 の 活 動 及 び 教 育 委 員 会 の 所 管 施

策 と し ま し た 。  

 

　 ３ ． 　 点 検 評 価 の 方 法 　 　 　  
 

　 教 育 委 員 の 活 動 と し て 、 総 合 教 育 会 議 、 教 育 委 員 会 議 及 び 教 育 委 員 研 修 な ど の

実 績 を 取 り ま と め ま し た 。  

　 幼 稚 園 、 小 中 学 校 及 び 教 育 施 設 を 訪 問 し 、 授 業 や 施 設 の 状 況 な ど を 視 察 す る と

と も に 学 校 長 等 か ら 学 校 運 営 、 学 校 の 現 状 、 学 校 の 課 題 な ど の 説 明 を 受 け 、 質 疑

応 答 を 行 う な ど 所 管 施 設 の 状 況 把 握 に 努 め 評 価 を 行 い ま し た 。  

　 次 に 第 ２ 期 八 街 市 教 育 振 興 基 本 計 画 （ 計 画 期 間 ： 令 和 ７ 年 度 ～ 令 和 １ １ 年 度 ）

の １ ６ の 目 標 ご と の 施 策 の 実 施 状 況 等 を 記 載 し ま し た 。  

　 そ し て 、 教 育 委 員 の 活 動 及 び 教 育 委 員 会 の 施 策 の 実 施 状 況 に つ い て 、 教 育 に 関

し 学 識 経 験 を 有 す る ２ 名 の 方 か ら 助 言 等 を い た だ き ま し た 。  
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Ⅱ 　 教 育 委 員 会 の 活 動 状 況  

 

 

　 １ ． 　 教 育 長 ・ 教 育 委 員 　 　   
 

　 ○ 浅 尾 　 智 康 　 教 育 長  

　 ○ 山 田 　 良 子 　 委 　 員 　 【 教 育 長 職 務 代 理 者 】  

　 ○ 吉 田 　 昌 弘 　 委 　 員  

　 ○ 橋 爪 　 通 代 　 委 　 員 　 　 令 和 ７ 年 ９ 月 ３ ０ 日 退 任  

　 ○ 近 藤 　 　 博 　 委 　 員  

　 ○ 伊 藤 　 良 子 　 委 　 員 　 　 令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ 日 新 任  

 

　 ２ ． 　 総 合 教 育 会 議 　 　   
 

　 【 令 和 ７ 年 度 実 績 】  

　 　 　 第 １ 回 ： 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ８ 日 （ 水 ）  

　 　 　 　 　 議 題 　 （ １ ） 多 様 な こ ど も の ニ ー ズ へ の 対 応 に つ い て  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ① い じ め 防 止 対 策 の 推 進 に つ い て  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ② 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 児 童 生 徒 へ の 適 切 な 対 応 に つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い て  

　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ） 体 育 館 等 空 調 設 備 設 置 に つ い て  

　 　 　 第 ２ 回 ： 令 和 ８ 年 １ 月 ２ ９ 日 （ 木 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 議 題 　 （ １ ） 八街市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施

　　　　　　　　　　　　　計画について 

　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ） 学 校 の 適 正 配 置 等 に 係 る 検 討 状 況 に つ い て  

 

 

　 ３ ． 　 教 育 委 員 会 会 議 　 　   
 

　 【 令 和 ７ 年 度 実 績 】  

　　　　定例会：１２回 

　　　【審議案件】 

　　　　・教 育 行 政 の 運 営 に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ 件 

　　　　・予 算 そ の 他 議 会 の 議 決 を 要 す る 事 件 の 議 案 に つ い て 、 　 　 　 　 　 　 　 

　　　　　市 長 に 意 見 を 申 し 出 る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 件 

　　　　・附 属 機 関 の 委 員 を 任 命 し 、 又 は 委 嘱 す る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 件 

　　　　・教 育 委 員 会 規 則 及 び 訓 令 等 の 制 定 又 は 改 廃 に 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

　　　　　関 す る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 件 

　　　　・教 育 功 労 者 を 表 彰 す る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 件 
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　　　　・教 科 用 図 書 そ の 他 の 教 材 の 取 扱 い の 方 針 を 定 め る こ と 　 　 　 　 　 ３ 件 

　　　　・そ の 他 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 件 

 

　 ※ 総 合 教 育 会 議 及 び 教 育 委 員 会 議 の 議 事 録 を ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し て い ま す 。 

 

　 ４ ． 　 教 育 委 員 研 修 　 　   
 

　 （ １ ） 令 和 ７ 年 度 千 葉 県 市 町 村 教 育 委 員 会 連 絡 協 議 会 定 期 総 会 及 び 特 別 講 演  

　 　 　 　 日 　 時 ： 令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ０ 日 （ 火 ） 午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ 同 ３ 時 ４ ０ 分  

　 　 　 　 会 　 場 ： 流 山 市 文 化 会 館 ホ ー ル  

　 　 　 　 参 加 者 ： ３ 名 （ 教 育 長 及 び 教 育 委 員 ２ 名 ）  

　 　 ○ 特 別 講 演 ： 演 題 「 公 立 学 校 施 設 整 備 に お け る 予 算 及 び 体 育 館 等 へ の 空 調 設

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 備 に つ い て 」  

　 　 　 　 　 　 　 　 講 師 　 文 部 科 学 省 大 臣 官 房 文 教 施 設 企 画 ・ 防 災 部 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 施 設 助 成 課 長 　 福 島 　 崇 　 氏  

 

　 （ ２ ） 令 和 ７ 年 度 印 旛 地 区 教 育 委 員 会 連 絡 協 議 会 研 修 視 察  

　 　 　 　 日 　 時 ： 令 和 ７ 年 １ １ 月 ２ ０ 日 （ 木 ） 午 後 １ 時 ４ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ０ ０ 分 

　 　 　 　 参 加 者 ： ３ 名 （ 教 育 長 及 び 教 育 委 員 １ 名 ）  

　 　 ○ 視 察 場 所 １ ： と み ら い テ ラ ス （ 富 里 市 ）  

　 　 ○ 視 察 場 所 ２ ： 旧 岩 崎 家 末 廣 別 邸 ・ 旧 岩 崎 久 彌 末 廣 別 邸 公 園 （ 富 里 市 ）  

　 　 ○ 視 察 場 所 ３ ： 観 光 ・ 交 流 拠 点 施 設 「 末 廣 農 場 」（ 富 里 市 ）  

 

　 （ ３ ） 令 和 ７ 年 度 第 １ 回 教 育 長 ・ 教 育 委 員 研 修 会  

　 　 　 　 期 　 日 ： 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 （ 木 ）  

　 　 　 　 方 　 法 ： オ ン ラ イ ン 動 画 を 視 聴  

　 　 　 　 参 加 者 ： ５ 名 （ 教 育 長 及 び 教 育 委 員 ４ 名 ）  

　 　 ○ テ ー マ ：「 教 師 を 取 り 巻 く 環 境 整 備 に つ い て ｣ 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 講 師 　 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 財 政 課 長  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山 田 　 泰 造 氏  

 

　 （ ４ ） 令 和 ７ 年 度 第 ２ 回 教 育 長 ・ 教 育 委 員 研 修 会  

　 　 　 　 日 　 時 ： 令 和 ８ 年 １ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） 午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ 同 ３ 時 ３ ０ 分  

　 　 　 　 会 　 場 ： 浦 安 市 文 化 会 館  

　 　 　 　 参 加 者 ： ３ 名 （ 教 育 長 及 び 教 育 委 員 ２ 名 ）  

　 　 ○ 講 演 ： 演 題 「 浦 安 市 に お け る 不 登 校 支 援 に つ い て 」  

　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 浦 安 市 の 学 び の 多 様 化 学 校（ 分 教 室 ）の 紹 介 動 画 視 聴 含 む ） 

　 　 　 　 　 　 講 師 　 浦 安 市 教 育 委 員 会 指 導 課 職 員 、 当 該 分 教 室 職 員  
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　 ５ ． 　 教 育 委 員 に よ る 教 育 施 設 視 察 の 評 価 　 　   
 
 
　（１）幼稚園・学校の評価項目 

　　　　①幼小中高連携教育や教育ＤＸの推進等により「生きる力」の育成に取り組んで

　　　　　いるか。 

　　　　②多様な教育的ニーズへの対応や豊かな心の育成に取り組んでいるか。 

        ③学校・家庭・地域の連携・協働に積極的に取り組んでいるか。 

        ④学校施設は適正に維持・管理されているか。 

        ⑤総合評価 

  （２）幼稚園・学校以外の施設の評価項目 

        ⑥多様なニーズに応じて事業や施策の充実を図っているか。 

        ⑦学校や関係団体等との連携・協働に積極的に取り組んでいるか。 

        ⑧施設は適正に維持・管理されているか。 

        ⑨総合評価 

期　　　日 委員の意見 

【教育施設名】

令和７年 ・学習規律の徹底がされており、生徒は、きちんと前を向き先生の

４月２４日（木） 話を聞いていた。① 

【八街中学校】 ・どの教室でも、生徒一人一人が安心して学習に取り組む姿が見ら

れ、落ち着いた雰囲気で授業が進められていた。様々な生徒の学

習的ニーズに応じるための教育支援体制が整っている。② 

・生徒たちは落ち着いて学習に取り組み、先生方が生徒を温かく見

守る姿はとてもすばらしいと感じた。⑤                   

　同 ・授業では静かに話を聞く態度を意識させるとともに、ＩＣＴを活

【八街南中学校】 用してわかりやすい授業となるよう工夫していた。① 

・特別に支援を要するこどもたちへの一人一人のニーズに合わせた

指導支援が充実していた。どの子も明るく自信をもって学習に取

り組んでいる様子が印象的だった。②             　 

・コミュニティ・スクールを見据えた地域に根ざした学校経営や学

　校からの積極的な情報発信がされていた。③

令和７年 ・生徒は、連携教育の学習規律が身についており、学校全体に落ち

６月２５日（水） 着いた雰囲気を感じた。①  

【八街中央中学校】 ・学校運営協議会を学校経営に積極的に取り入れ、地域との連携を

図り、地域に根ざした学校づくりをしている。③ 

・落ち着いた学習環境が保たれている中で、さらに一つ上の目標の

　具現化に向かってほしいと思う。⑤ 
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期　　　日 委員の意見 

【教育施設名】

　同 ・朝陽保育園や近隣小学校との交流をはじめ、こどもたちがより多

【朝陽幼稚園】 くの人と接する機会を設けることで、こどもたちの成長が促され

ていると感じた。① 

・一人一人の幼児の個性や特性に合わせ、的確な指導支援をしてい

た。② 

・地域資源をうまく活用し、体験的な学習を複数取り入れ、家庭で

はできにくい学習を組み立てている。③

令和７年 ・学校教育目標に「自分らしく輝き、たくましく生き抜く児童の育

７月１５日（火） 成」を掲げ、教職員全体でベクトル化されている。① 

【笹引小学校】 ・外国籍の児童や特別な支援が必要な児童等のニーズに適切に対応

し、ほかの児童と望ましい関係を築けるように配慮されていた。

② 

・学校経営の柱の一つとして、地域・家庭との連携が計画的に実施

　され、地域に向けての情報発信が積極的に行われている。③

　同 ・生徒はどの学級でも、一人一人が落ち着いてよく考えて学習に取

【八街北中学校】 り組んでいる。電子黒板など、学習内容に応じて有効に活用され

ている。① 

・すべての教室がすっきりと整理整頓されており、特に机の整列が

　行き届いていることには感銘を受けた。こうした整然とした環境

　は、日々の丁寧な積み重ねがあってこそ成立するものであり、教

　職員と生徒の意識の高さが表れている。また、教室前面にはユニ

　バーサルデザインを意識した配置がなされており、どの子にとっ

　ても見やすく、わかりやすい環境が整えられていた。④

令和７年 ・幼児から高齢者まで、あらゆる年代の市民のニーズに応じ、幅広

８月２１日（木） く事業を展開し、開かれた図書館として充実した運営がなされて

【図書館】 いる。⑥ 

・清潔で整理整頓され、掲示物や本の紹介等も見やすく、利用者目

　線に立った、親しみやすい先進的な図書館である。⑧ 

・市民の学習意欲や読書への関心等に応えるため職員が丁寧に対応

　していることに加え、クーリングシェルターとしての機能の充実

　など、利用者が館内で快適に過ごせるような配慮が十分に行き届

　いていた。⑨

　同 ・市民のニーズに応じた様々な学習講座が計画的に実施され、また、

【中央公民館】 オンライン学習講座として、動画作成による情報発信を行う等、

事業の充実が図られている。⑥ 

・様々な学習講座、展示事業、イベント等をとおして、学校や関係

　団体との連携が計画的に行われている。⑦ 

・老朽化は否めないが、緑や池の手入れなども行き届いており、す

　ばらしいと感じた。⑧
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期　　　日 委員の意見 

【教育施設名】

　同 ・いまだに中央公民館の中にあるが、ニーズに沿うには、別の施設

【郷土資料館】 も検討した方が良いのではないか。⑥ 

・八街ならではの展示に特化し、資料の収集・保存並びに普及啓発

に取り組んでいる。⑥ 

・少しでも早い時期に再興に向けた方針を示すことは、教育委員会

の最重要課題の一つだと考えている。⑧ 

・とても興味深い展示がたくさんあり、市民にもっと知ってほしい 

　と思いる。⑨

令和７年 ・授業を通して、こどもたち一人一人が思考力をもって授業に臨ん

９月２６日（金） でいた。①                    

【八街北小学校】 ・多様化する児童や家庭の状況に丁寧に対応している様子がうかが

　える。また、児童の個々の状況に応じた配慮がなされている。② 

・コミュニティスクールのパイオニアとして、セーフティプロモー

　ションスクールを目指す学校として、着実な歩みを続けていると

　感じた。③

　同 ・どの学年のこどもたちも熱心に学習に取り組み、ノートや掲示物

【交進小学校】 の文字も丁寧で見やすい。①                        

・地域の力を学校運営に組み入れ、コミュニティスクールとして着

　実に歩み始めている。③  

・施設の老朽化も見られる中、校舎内は清潔に保たれ、掲示物も整

　っており、教育現場に相応しい教育環境づくりや管理が行われて

　いる。④

　同 ・こどもを主体とした授業改善の方策、また、先生方や学校の要望

【教育センター】 に応えた研修等々、事業を幅広く展開し、充実させている。⑥  

・研修会の在り方の改善、各学校の校内研修の共有化、軸となる研

　究テーマの設定等、学校間のつながりを大切にした取組が進めら

　れている。⑦ 

・学校訪問ではほとんどの授業でＩＣＴ機器が活用されており、教

　育センター事業の成果を大いに感じている。引き続き、より効果

　的な指導実践の追究と、個々の教職員が自分の能力に応じて取り

　組めるプログラムの充実が図られることを期待する。⑧

令和７年 ・各学年とも、発達段階に応じ、よく工夫されたわかりやすい授業

１０月２３日（木） 展開である。学年が上がるに従って、児童自らの学ぶ意欲の高ま

【朝陽小学校】 りと、学びの深まりが見られる。① 

・登下校時の安全面はもちろん、校内での安全性を高め、より安心

安全な学校づくりのために、家庭や地域と力を合わせて、教育の

充実を図っている。③ 

・教職員の働き方、児童の学力向上のための時間確保など、学校全

　体での取組が印象的だった。⑤
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期　　　日 委員の意見 

【教育施設名】

　同 ・多様化する児童・生徒や家庭の状況に丁寧に対応している様子が

【教育支援センタ 　うかがえる。また、児童・生徒の個々の状況に応じた配慮がなさ

　ーナチュラル】 　れている。⑥ 

・学校の担任の先生や、ナチュラルのスタッフや保護者と、よく連

　携を取りながら、じっくりと時間をかけ、こどもの心に寄り添っ

　た温かな指導・支援と、多様な活動をしている。⑦      

・様々な分野のスペシャリストが、みんなで児童生徒をサポートで

きる体制ができていると感じた。⑧

令和７年 ・こどもたちへのアンケートをもとに出てきた「自己肯定感の低さ」 

１１月１２日（水） 　「主体性の乏しさ」を向上させていくために「夢（長期展望）」「目 

【実住小学校】 　標（短期目標）」を持つことを働きかける取組はとても良いと思

　った。① 

・教師が児童一人一人に適度な距離感をもって向き合い、児童の主

体性を生かしながら学習指導をしていると思う。外国出身の児童

も多く在籍しているが、どの教室でも落ち着いて学習に取り組ん

でいた。② 

・「ゆめ協議会」等からの支援を受けながら、学校と地域が一体・

一丸となって教育活動が行われている様子がうかがえる。③

　同 ・安全で美味しい給食を提供するだけでなく、食べ残しなど残さの

【学校給食センタ 　処理、施設の維持管理など、多くの課題に適切に対応しているこ

ー】 　とがわかった。⑥ 

・安全・安心かつ安定的な給食の提供のため、限られた予算の中で、

　老朽化が著しい施設の適正な維持管理に努めている。⑧

令和７年 ・どの教室でも、教師やお互いの話を集中して聞き、自然な声で　

１２月１６日（火） 　話をしても、十分に理解し合えていた。① 

【二州小学校】 ・どの学級も、先生とこどもたちの信頼関係が構築されていて、こ

どもたちが安心して学習に集中し、熱心に取り組んでいた。② 

・家庭や地域とのつながりを大切にした教育活動が行われていた。

　③

　同 ・２年生・３年生ともに、伸び伸びと集中して学習活動に取り組ん

【二州小学校沖分校】 でいた。① 

・一人一人に応じた丁寧な学習指導が行われていた。本校との交流

　を大切にしていることがわかった。② 

・あまりにも少人数であるので、多くの友人との活動をさせてあげ

　たい。⑤
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期　　　日 委員の意見 

【教育施設名】

令和８年 ・児童はどの教室でも、教師やお互いの話をよく聞こうとする姿が

１月２２日（木） 見られ、集中して学習に取り組んでいた。① 

【八街東小学校】 ・多様な家庭環境や支援を要するこどもたちの教育ニーズに応じ、

　一人一人を大切にした指導支援がなされていた。② 

・地域住民の理解や協力を得ながら、教育環境の適正な維持管理に

　努め、多様化する児童一人一人に丁寧に向き合いながら、学力の

　向上にも取り組んでいる。⑤

　同 ・園児が自分で作業を進められるように、十分な準備がなされてい

【八街第一幼稚園】 た。様々な活動をする中で、基本的な生活習慣と主体性が育まれ

ていると思った。① 

・保護者の声やアンケートの結果を、よく活動内容に生かしている

　と思った。③ 

・教室はもとより園庭の施設までしっかり管理している。④

２月２５日（水） ・電子黒板、クロムブック等ＩＣＴ機器を活用し、わかやすくテン

【川上小学校】 ポの良い学習展開である。① 

・外国にルーツを持つ児童が生き生きと授業に取り組んでいた。日

　本語の不得手さがありながらも、クラスに溶け込んでいた。② 

・地域への情報発信のため、学校用のブログを毎週更新する取組に

　頭が下がる。地域や教育後援会との連携を図るなど、地域との連

　携強化を強く意識し、取り組んでいることが分かった。③

　同 ・スポーツ団体や利用者等と良好な関係が築かれており、施設管理

【スポーツプラザ】 面においても団体等の協力が得られていることが分かった。⑦ 

・スポーツ関係者や関係団体との連携が図られているとともに、施

　設の適正な維持管理がなされていると思う。厳しい財政状況の中

　だが、設備や備品が少しずつでも更新できることを期待する。ま

　た、早期の空調設備の整備が望まれる。⑨
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Ⅲ　教育委員会の所管施策

基本方針 目　標

基
本
方
針
1

こどもの教育・健全育成の充実 １－１ 「生きる力」の育成

　こどもたちが健全に成長し、人
間性豊かな心を育むために、八街
の特色を活かした教育活動や学習
環境の充実を図ります。また、学
校・家庭・地域が連携した地域ぐ
るみの青少年健全育成に努めま
す。

１－２
多様な教育的ニーズの把握と指
導・支援の充実

１－３ 豊かな心の育成

１－４ 教育機会の拡充、教育施設の整備

１－５ 家庭教育力・地域教育力の向上

３－２ 歴史・文化の保護と継承の推進

３－３ 市史編さん事業の推進

多様なニーズに応じた学習機会の
充実

２－３
スポーツ・スポーツレクリエー
ションの普及

２－４
社会教育施設・社会体育施設の整
備

基
本
方
針
2

生涯学習・スポーツの推進 ２－１
生涯学習支援体制の充実と関係団
体への活動支援

　生涯学習社会の形成を目指し、
さまざまな学習活動の支援と学習
成果を活かすことのできる機会作
りに努めます。また、スポーツ・
レクリエーション活動に親しむ機
会の拡充を図ります。

２－２

地域に根差したウェルビーイング
の向上

３－４
市民の歴史・文化に対する意識高揚と協

働事業の推進

基
本
方
針
4

豊かな心を育む交流の推進 ４－１ 国際交流の推進

　国際交流、地域間交流、世代間
交流を推進し、広い視野を持つ人
材の育成や人々が交流する場の提
供に努めます。

４－２ 文化間交流の推進

４－３

基
本
方
針
3

市民文化の創造と継承 ３－１ 文化芸術活動の推進

　市民の芸術文化活動を支援し、
発表や交流の場を拡充するととも
に、八街の歴史文化遺産の保護・
継承と活用に努めます。

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P
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今
後
の
取
組

・八街市小学校基礎学力調査及び全国学力学習状況調査の結果を分析し、各校
の指導改善に活用するとともに、教育センター指導員・指導主事による学校訪
問を通じた研修支援の充実を図っていきます。
・市内小中学校の教員が作成した指導案や授業実践例のデータベース化を進
め、教員が自ら学び続ける体制の整備を行っていきます。

取
組
実
績

・幼小中高の連携を深める取組として、夏期研修で合同研修等を開催し、各校
種間の接続を意識した教育活動の推進に努めてきました。
・「令和７年度幼保小連携研修会」では、幼稚園・保育園・小学校、様々な校
種の職員が研修を行うことで、充実した情報交換を行いました。

取
組
実
績

・GIGAスクール構想に基づき、一人１台端末を文房具として日常的に活用で
きる環境の整備を継続し、授業における活用場面の拡充を図りました。
・ICT支援員を引き続き配置し、教員のICT活用を支援するとともに導入アプ
リケーションを効果的に活用できるよう研修などを行いました。

施策 教育DXの推進

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

施策 幼小中高連携教育の推進

指標

課題解決に向けて自分

で考え自分から取り組

む児童・生徒の割合

小学校75％
中学校80％

85%
小学校78.9%
中学校73％

児童・生徒のICT活
用を指導する能力の
ある教員の割合

小学校75％
中学校77％

85%
小学校76%
中学校81％

実
施
状
況

・令和７年度においては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に
充実させるため、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を各校に
おいて継続的に推進しました。

　１．基本方針１　こどもの教育・健全育成の充実

　（１）目標１－１　「生きる力」の育成

基準値 目標 達成状況
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取
組
実
績

・各学校において、特別活動や総合的な学習の時間を中心に、人間関係形成能
力・社会形成能力の育成を図り、「職業人講話」「ボランティア活動」等の
キャリア形成につながる体験的な取組を推進しました。
・「八街っ子夢議会」を継続して開催することで、児童・生徒が市民として主
体的に社会課題へ関わろうとする意欲的な態度の育成に努めました。

施策 健やかな心身の育成

施策 シチズンシップの向上に向けたキャリア教育の推進

取
組
実
績

・「学校給食における地産地消」を推進するため、給食食材に占める地場産物
の使用率43％を達成しました。
・食育の推進を図るため、栄養士による小・中学校への訪問指導を年間40回実
施し、児童・生徒の食に関する知識や関心の向上に努めました。
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今
後
の
取
組

・不登校児童・生徒が、学校内外の専門機関（学級担任を除く）で相談・指導
等を受けることは、一人一人の抱える問題や状況、周囲の環境等に合った適切
な支援を受けるために必要であると考えます。
・今後、会議や研修会等の機会に、専門機関との連携の重要性について伝達す
るとともに、様々な機関について紹介することで、連携を推進していくよう取
り組んでいきます。

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
指標

不登校児童・生徒の
うち学校内外の専門
機関（学級担任を除
く）で相談・指導等
を受けている割合

小学校56.2％
中学校37.1％

100%
小学校53.8％
中学校33.8％

外国人児童・生徒に
対して、PC・タブ
レットなどのICT機
器を用いて学習活動
等の支援を週１回以
上行った学校の割合

小学校62.5％
中学校75.0％

100%
小学校100%
中学校100%

実
施
状
況

・長期欠席者の抱える問題や状況を早期に把握し対応できるよう、各小・中学
校では、児童・生徒がＳＯＳを出しやすい環境を整備しています。
・また、本人の状態に適した支援を行えるよう、スクールカカウンセラー（Ｓ
Ｃ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）、教育支援センター等の関係機
関と連携し対応しています。
・特別な支援を要する児童・生徒への対応としては就学説明会開催や専門家
チームの派遣を、外国にルーツのある児童・生徒への対応としては日本語指導
員の派遣を行うことで、一人一人のニーズに合った適切な支援を行っていま
す。

　（２）目標１－２　多様な教育的ニーズの把握と指導・支援の充実

基準値 目標 達成状況
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取
組
実
績

・定時制高校や通信制高校・サポート校の参加を中心とした進路説明会「未来
への扉を開こう」を開催しました。
・校内に設置された教育支援教室、市教育支援センター「ナチュラル」での教
育相談活動の充実を推進し、不登校傾向にある児童・生徒への早期発見・早期
対応や、不登校児童・生徒の支援を行いました。

取
組
実
績

・早期発見、対応のために、SOSの出し方に関する教育の実施、アンケートや
教育相談、一人１台端末を利用した「心の健康観察」を活用しました。
・ＳＣ、ＳＳＷなどの専門家や教育支援センターなどの関係機関と連携し、児
童・生徒一人一人の状況に合わせた支援を行いました。

取
組
実
績

・２月に就学説明会「未来への架け橋を渡ろう」を実施したところ、１８家庭
が参加し、早期からの就学相談を実現できました。
・専門家チームの派遣を実施したことにより、各学校で支援を必要とする児
童・生徒への支援方法について助言することができました。

施策 特別支援教育の拡充と充実

施策 グローバル社会における人材育成

施策 誰一人取り残さない支援体制の充実

取
組
実
績

・小学校３校については、県費負担職員４名により日本語指導を実施しまし
た。
・中学校４校、小学校５校については、日本語指導員（市会計年度任用職員）
３名を派遣し、日本語指導を実施しました。
・日本語指導運営協議会を年に３回開催し、指導方法の工夫改善を行いまし
た。

施策 不登校支援の充実
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今
後
の
取
組

・校内研修や公開授業を通じ、「考え、議論する道徳」の充実を図り、道徳的
判断力の一層の向上を目指していきます。
・全ての教育活動を通して、人権尊重の精神の涵養を継続するとともに、関係
機関と連携し計画的な情報モラル教育に取り組みます。
・関係機関との連携を強化し、組織的な生徒指導及び教育相談体制の一層の充
実を図っていきます。
・読書活動の更なる充実を図り、他者理解や豊かな情操の育成を継続して推進
していきます。

取
組
実
績

・早期発見、解決に向けて、SOSの出し方に関する教育の実施、アンケート、
教育相談、一人１台端末を利用した「心の健康観察」を活用しました。
・自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成、自己決定の場の提供、安全・
安心な風土の醸成を意識した授業づくりを行いました。

取
組
実
績

・各校の道徳教育を中心となって推進する道徳教育推進教員を対象に会議、研
修を実施し、各校の情報共有をしながら研鑽を深めました。
・県教育委員会から講師を招いて市内教職員を対象に研修を実施し、市全体の
道徳教育の向上を図りました。

施策 道徳教育の推進

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

施策 いじめ防止対策及び発達支持的生徒指導の推進

指標

生徒指導アンケートに

おける自己肯定感評価
74% 85% 83%

実
施
状
況

・「考え、議論する道徳」を展開し、児童・生徒の道徳的判断力や豊かな心の
育成を推進しました。
・全ての教育活動を通して、児童・生徒の人権尊重の精神の涵養を図りまし
た。
・組織的な生徒指導及び教育相談体制の充実を図り、いじめの未然防止・早期
発見・早期対応を推進しました。
・読書活動の充実により、他者理解や豊かな情操の育成を促進しました。

　（３）目標１－３　豊かな心の育成

基準値 目標 達成状況

－19－



取
組
実
績

・市内全ての小中学校で学校図書館図書標準を達成し、古い図書が保有され続
けないように、図書廃棄基準を策定したため、学校図書館が整備され、適切な
本の蔵書、計画的な図書の更新が図られています。
・新聞の複数紙配備についても各学校を啓発し、第６次「学校図書館図書整備
等５か年計画」で示されている目標達成に向けて検討しています。

取
組
実
績

・県教育委員会主催の学校人権教育研究協議会地区別協議会に各学校の担当者
が参加し、学校における人権教育推進上の諸問題について協議するとともに人
権教育の充実を図れるように研修を実施しました。
・インターネットを通じた人権侵害について、関係機関と連携しながら情報モ
ラル教育を実施しました。

施策 人権教育の推進

施策 読書活動の充実
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取
組
実
績

・朝陽小学区、二州小学区でスクールバスの運行を実施し、児童・生徒の通学
路の安全を確保しています。
・令和７年度末現在、準要保護児童生徒認定率は小学校6.69%、中学校
7.80%であり、該当児童生徒に対し就学援助費の支給を行いました。

施策 教育助成事業

　（４）目標１－４　教育機会の拡充、教育施設の整備

指標
基準値 目標

今
後
の
取
組

・トイレ改修事業については、洋式化率や築年数の経過している施設から順
次、計画的に整備を進めます。
・照明等ＬＥＤ化事業については、照度不足が発生している教室の多い学校か
ら順次、計画的に整備を進めます。

トイレを改修した　学

校数（幼稚園含む）
６校 14校 ８校

達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

実
施
状
況

・令和７年度末現在、トイレ改修については、幼稚園３園、小学校３校、中学
校２校の改修が完了しています。
・照明等ＬＥＤ化事業については、幼稚園３園、小学校２校、中学校１校の改
修が完了しています。
・令和７年度末をもって、川上幼稚園は閉園、朝陽幼稚園は休園となっていま
す。

照明をLED化した　学

校数（幼稚園含む）
３校 14校 ６校

施策 学校教育施設の整備

取
組
実
績

・令和７年度に八街市立八街南中学校トイレ改修工事、八街市立交進小学校照
明等LED化工事、八街市立八街北中学校照明等ＬＥＤ化工事を実施し、学校生
活環境の向上に寄与しました。
・学校給食センターの費用対効果の向上及び効率的な管理・運営体制の確立を
目的として、公募型プロポーザル方式による事業者選定を実施し、必要な予算
を確保した上で、令和８年度に調理場集約化事業を実施することとしました。
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施策 教材備品・一般管理備品の充実

取
組
実
績

・毎年、学校の必要な備品の調査を実施し、対応しています。
・令和７年度においては、カーテン、児童・生徒用机・椅子、乗用草刈機、
ネットワークカメラ等、教材備品として体育用マット、ミシン、バレーボール
支柱等、理科備品として生物顕微鏡、実験用検流計、電子てんびん等を購入
し、備品の充実を図りました。

施策 防犯・防災体制の整備

取
組
実
績

・不審者の侵入を防止するため、各学校では校門の扉や校舎出入口を極力施錠
しておくなどの対策を実施しました。他にも、佐倉警察署の協力のもと、不審
者対応訓練等も実施しました。
・幼稚園を含めた全15校中８校に合計36台の防犯カメラを設置しており、こ
のうち令和７年度は八街第一幼稚園にネットワークカメラを２台整備しまし
た。
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取
組
実
績

・令和７年度より市内全小中学校に学校運営協議会を導入し、現在11の協議会
が設置され、令和７年度は各協議会３回の会議が実施されました。
・市教育委員会主催により、市内全協議会委員を対象に「八街市学校運営協議
会委員研修会」を実施し、コミュニティスクール制度について、令和７年度モ
デル校の八街北小学校の取組事例の発表や参加者同士の意見交換を行いまし
た。
・コミュニティ・スクール(CS)と地域学校協働本部をつなぐ役割である地域学
校協働活動推進員(地域コーディネーター)の発掘・資質向上をめざし、研修機
会の確保と周知に努めました。

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

施策 学校・家庭・地域の連携・協働の推進

指標

学校は、保護者や地
域の力を学校運営に
生かしていると思う
保護者の割合

92% 100% 93%

実
施
状
況

・地域コミュニティの希薄化が進む中、家庭・学校・地域が連携し、社会全体
でこどもの成長を支える体制づくりを推進しました。
・令和７年度から市内全小中学校へ学校運営協議会を導入し、協議や研修を通
じて地域との協働体制の充実を図りました。
・家庭教育学級や講演会、家庭教育リーフレットの配布により家庭教育への支
援を行うとともに、「こども１１０番の家」や青少年健全育成事業を通じ、安
全・安心な地域環境づくりを推進しました。
・これらの取組により、保護者の肯定的評価は93％となり、家庭及び地域の教
育力向上に一定の成果が見られました。

今
後
の
取
組

・家庭及び地域の教育力の向上に向け、学校運営協議会と地域学校協働活動の
連携を強化し、地域人材の活用や地域学校協働活動推進委員（地域コーディ
ネーター）の確保・育成を進めます。
・家庭教育学級や講演会の実施方法を工夫し、多様な保護者が参加しやすい環
境整備を進めるとともに、家庭教育相談の周知やLINE相談等の導入を検討
し、支援体制の充実を図ります。
・地域団体と連携した見守り活動や青少年育成事業を継続し、社会全体でこど
もの健やかな成長を支える環境づくりを推進します。

　（５）目標１－５　家庭教育力・地域教育力の向上

基準値 目標 達成状況
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※SPS：「safety promotion school」の略。学校内の安全を促進する取組のこと。

取
組
実
績

・青少年相談員と共催し、各学区で開催する「青少年交流会」のほか、年に１
回「少年少女のつどい大会」を実施し、レクリエーションやスポーツ大会等を
通して、青少年の親睦と友情を深める場を提供する事業を実施しました。

取
組
実
績

・子育てに不安を抱える家庭や保護者を対象に「家庭教育指導員」による相談
を随時実施(令和７年度は相談なし）しており、今後は、LINE相談の導入など
相談体制の整備を行う予定としております。
・家庭教育支援の一環として家庭教育リーフレットを３種類作成し、市内幼稚
園、保育園(市立・私立）の全保護者及びこども園・小中学校の新入生保護者
に配布しました（幼稚園・保育園用551枚、小学校用438枚、中学校用451
枚）。
・市立幼稚園、小・中学校の保護者を対象に「家庭教育学級」を実施し、各学
級を計画的に開催した結果、令和７年度は全28回、延べ426人が参加しまし
た。
・家庭における教育力向上を目的に「家庭教育講演会」を開催し、同時に
Zoomによる視聴と、後日視聴が可能なYouTubeアーカイブ配信も実施しまし
た。参加者は会場：88人、Zoom：23人、アーカイブ：延べ626人となりまし
た。

取
組
実
績

・「こども１１０番の家」は、八街市小中学校PTA連絡協議会が主体となり推
進している事業で、こどもが不審者に声をかけられたり、身の危険を感じた際
に駆け込んで助けを求めることができる緊急避難所であり、専用のプレートを
掲げることにより犯罪防止効果も期待されます。
・令和８年４月１日現在435件の家庭や企業から協力を得ており、登録した家
庭や企業への賠償等保険の加入や１１０番看板の作成・購入などの支援を行い
ました。
・SPS※の考えに基づく交通安全教育、自助、共助、公助の基本となる防犯・
防災教育を推進しました。
・市、県、警察等の関係機関が協力して通学路交通安全プログラムによる点検
や改善を実施し、安全な通学環境の実現を図りました。

施策 家庭教育支援の充実

施策 安全安心な地域の実現

施策 青少年の健全な育成に向けた事業の充実
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施策 多様な学習情報の提供

取
組
実
績

・市民の多様な学習ニーズに応えるため、趣味や教養を培う生涯学習の機会を
幅広く提供するため、生涯学習ガイド「八街市まなびぃガイド」を前期・後期
の２期に分けて年２回発行しました。
・ガイドには、市内で実施される講座・イベント等の情報を体系的に掲載し、
誰もが学びにアクセスしやすい環境づくりを推進しました。

今
後
の
取
組

・社会教育振興大会をより多くの市民が参加しやすい場とするため、講演内容
や発表形式の工夫を進めるとともに、広報手段の充実を図ります。
・児童・生徒の発表機会を継続的に確保し、地域の大人がこどもたちの考えに
触れる機会を広げることで、地域全体で学び合い、課題を共有する場としての
機能を強化し、これらを通じて、豊かな人間性の育成と青少年の健全育成を一
層推進していきます。

施策 社会教育人材の養成・活躍機会の充実

取
組
実
績

・社会教育人材の育成と活躍の場を広げるため、社会教育主事及び社会教育士
を配置し、専門性を生かした支援体制を整備しました。
・社会教育関係団体との連携を強化し、協議の場において事業の方向性や改善
点について助言を行うことで、各団体の活動推進に寄与し、地域における社会
教育活動の活性化が図られました。

社会教育振興大会へ
の参加者数

283人 600人 275人

実
施
状
況

・豊かな人間性の育成と青少年の健全育成を目的に、社会教育委員と共催で社
会教育振興大会を開催しました。
・大会では記念講演のほか、児童・生徒による作文発表を実施し、参加者は講
師の経験談やこどもたちの考えに触れることで、自身や地域の課題について考
える機会となりました。

　２．基本方針２　生涯学習・スポーツの推進

　（１）目標２－１　生涯学習支援体制の充実と関係団体への活動支援

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
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取
組
実
績

・社会教育委員と共催で社会教育振興大会を開催しました。大会では社会教育
委員表彰、小中学生等による作文発表、木山裕策氏による記念講演を実施し、
275人が来場しました。新春子ども会書き初め展は、子ども会育成会連絡協議
会と連携・協働し、開催しました。市内在住の小・中・高校生及び一般の書き
初め作品を一堂に集めて審査し、展示することで、伝統文化の継承に努めるこ
とを目的とし、令和８年１月１７日（土）～１月２４日（土）の期間中央公民
館で開催し、650点の出品がありました。

施策 生涯学習を支える人材の活用

取
組
実
績

・講師一覧を作成し、「いきいきシニア学級」で学習する際などに提示し、活
用しました。
・市民の主体的な学びを支援するため、生涯学習分野で活躍できる人材の把握
と活用を進め、市内外の講師情報を整理し、専門分野や指導内容を一覧化した
「講師リスト」を作成しました。
・「いきいきシニア学級」での学習内容に応じて適切な講師を選定できるよう
活用しました。

施策 多様な主体との連携・協働の推進

－26－



　（２）目標２－２　多様なニーズに応じた学習機会の充実

指標
基準値 目標 達成状況

（令和４年度） （令和11年度） （令和７年度）

人口１人あたりの
図書の貸し出し冊数

3.36冊／人 4.46冊／人 3.1冊/人

実
施
状
況

・図書館以外の部署や地域との連携による企画展を開催し関連図書の展示を行
いました。
・移動図書館のステーションの見直しを行いました。
・「知っ得・納得やちまた出前講座」メニューによる図書館館内外での事業を
実施し、読書活動を推進しました。
・映画会プログラムの見直しを図りました。
・ジュニア司書活動で県主催の「千葉県子ども読書の集い」に参加し、おはな
し会を実演して、読書活動の推進を図りました。

今
後
の
取
組

・貸し出し冊数の増加を目標に事業に取り組むこととし、市民のニーズにあっ
た選書や展示を行い、魅力ある事業を実施します。
・第２次子どもの読書活動推進計画に基づき事業を行います。
・市と図書館のＳＮＳやホームページを有効に活用するとともに、やちまた配
信メールサービス、「広報やちまた」等を活用し可能な限り発信回数を増や
し、きめ細かいＰＲを効果的に行い図書館及び移動図書館の利用促進に努めま
す。

施策 中央公民館事業の充実

取
組
実
績

・市民の学びと交流の場を提供するため、21の学習講座や「こうみんかん
祭」、「ひまわり絵画展」などの事業を実施しました。
・緑のカーテンづくりなどのサポーター活動を20回以上行い、地域に根ざした
活動に積極的に参加してもらう機会を提供しました。
・これらの取組により、生涯学び、活躍できる環境の整備を図ることができま
した。
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施策 図書館事業の充実

取
組
実
績

・主催事業のほか、他課や地域などと連携し企画展示を行い、入館者数を前年
度とほぼ同じ水準に維持することができました。
・移動図書館については、ステーションの見直しを図り、区別回覧やポスター
などを作成し周知に努め貸出冊数や利用者数を大幅に増やすことができまし
た。
・ジュニア司書活動においては、県の主催事業に協力し、読書活動の推進を図
ることができました。

施策 郷土資料館事業の充実

取
組
実
績

・展示公開事業として、常設展示の更新を進めながら、「企画展」のほか、
「ミニ企画展」及び、各小中学校・公共施設での「巡回展示」を開催しまし
た。
・学習機会の充実を図るため、市民の要望に応じて開催する「八街の歴史・文
化財出前講座」を実施するとともに、主催講座を３講座開催しました。
・八街の歴史を解説したアニメーション動画『八街歴史探訪』縄文時代編を作
成し、Web上で公開しました。

施策 多様な学習機会の充実

取
組
実
績

・市内在住高齢者を対象とした「いきいきシニア学級」等の既存の事業の充実
を図り、いつでも・どこでも・誰でも、地域で共に学び続けられる学習機会の
拡充に努めました。
・学習内容は健康教室、ストレッチ体操、交通事故・詐欺防止、福祉関係、防
災について、終活セミナー、工作・ぬり絵、八街の歴史など通年で実施しまし
た。
・令和７年度は全58回実施し、参加者は1,048人でした。
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取
組
実
績

・ボッチャ、ノルディックウオークなど年齢、障がいの有無等に関係なく参加
できるイベントを実施し、誰もがスポーツに親しむ機会を提供しました。

施策 運動部活動の地域移行に向けた社会体育関係団体との連携

取
組
実
績

・運動部活動の地域展開に向け、市内の社会体育関係団体との連携を進めた結
果、剣道部について地域クラブとしての活動を開始することができました。こ
れにより、学校部活動の枠を超えてこどもたちがスポーツに親しむことができ
る環境整備の一歩を踏み出すことができました。

施策 社会体育関係団体への支援

取
組
実
績

・市スポーツ協会、スポーツ少年団等の活動を助成することにより、各団体主
催の大会、スポーツ教室を開催し、幅広い年齢層のスポーツ活動への参加を促
すとともに、スポーツ競技への裾野を広げました。

施策 生涯スポーツの振興

今
後
の
取
組

・スポーツ活動の推進、生涯スポーツの振興は市民の健康づくりに必要不可欠
であり、継続して実施していきます。
・現状を把握し、一層の活性化を図っていきます。

施策 スポーツ・スポーツレクリエーション活動の推進

取
組
実
績

・市民ハイキング、市民ゴルフ大会、スポーツレクリエーション祭、八街落花
生マラソン大会（第５回）等を実施しました。
・八街落花生マラソン大会については、大会当日の参加者も1,500人を超えて
きており、地元に定着した大会となってきています。

参加者数 1,683人 1,850人 1,833人

実
施
状
況

・各種スポーツ大会等の開催によりスポーツ活動の場を提供するとともに、ス
ポーツ及びスポーツレクリエーションの普及を図り、生涯スポーツの推進を行
いました。

　（３）目標２－３　スポーツ・スポーツレクリエーションの普及

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
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　（４）目標２－４　社会教育施設・社会体育施設の整備

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

施設利用者数 498,300人 548,100人 537,724人

実
施
状
況

・各施設において、優先度の高い箇所から計画的に施設整備を実施しました。
・令和７年度は、施設利用者数537,724人で基準値の107.9％、目標と比較し
て98.1％となりました。

今
後
の
取
組

・八街市教育施設長寿命化計画・八街市公共施設等総合管理計画等を踏まえ、
危険性、緊急性のある箇所から計画的に施設整備を図るとともに、社会教育施
設・社会体育施設を有効活用し、文化芸術などに触れる機会やスポーツを体験
できる場づくりを促進します。

施策 中央公民館の整備

取
組
実
績

・主な工事内容は、大会議室天井にネットを張り、天井部材の落下を防止する
工事です。
・中央公民館は、震災時等に一時避難のために利用される避難所でもあるた
め、いつ起こるかわからない災害に備え、大会議室の天井改修工事を実施しま
した。

施策 図書館の整備

取
組
実
績

・消防用設備（誘導灯ランプ）修繕、幼児用水飲み器撤去、定刻消灯EEスイッ
チ取替修繕、１階女子トイレタンク修繕を実施しました。

施策 郷土資料館の整備

取
組
実
績

・現状の仮展示室(以前の1/3の面積)や分散保管の状況を改善し、歴史博物館
に要する基本的施設を有する資料館を構築するべく、再興案を立案し、現在も
検討を進めています。
・現状での展示スペースにおいても、展示内容の入れ替えや写真・絵図面等を
多用した解説パネルへの差し替え、映像ブースを新たに設置するなど、内容の
更新と視覚に訴える展示に努め、来館者は2,797人を数えました。

施策 社会体育施設の整備

取
組
実
績

・市営キャンプ場焚き火スペースなどの修繕を行うとともに、市営グラウンド
低圧引込変更に伴う電気設備工事を行いました。
・スポーツプラザにおいては、熱中症対策のため、医務室空調機の更新工事を
実施したほか、テニスコート砂入り人工芝修繕などを行いました。
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施策 文化芸術活動の充実

施策 文化芸術の振興に向けた情報提供の充実

取
組
実
績

・文化芸術活動の発表機会を広げるため、八街駅自由通路脇の展示スペースを
活用し、市内で活動する文化芸術団体の作品展示を実施しました。
・市民が身近に文化芸術に触れられる環境を整えることで、地域の文化芸術の
推進に努めました。
・市民の文化芸術への関心を高めるため、市ホームページを活用した情報発信
を行い、文化芸術活動の周知を行いました。

取
組
実
績

・八街市文化協会及び市内の文化関係団体の協力を得て市民文化祭を開催し、
短歌大会、囲碁大会、将棋大会、芸能部門発表会、展示会及び茶会、生け花体
験会を実施しました。
・期間中の観覧者は2,099人であり、大会や芸能発表会の参加者、展示部門の
出品者の人数である727人と合計すると2,826人の参加がありました。
・市内中学、高校及び市民音楽団体と協力して、市民音楽祭を12月6日に開催
し、吹奏楽９団体、合唱３団体の出演があり、当日は関係者及び一般を含め
625人の来場者がありました。

今
後
の
取
組

・本事業を通じて、市民の文化芸術活動の発表機会が拡大し、地域文化の振興
に寄与していることから、今後も市民参加型の文化芸術事業を継続し、より多
くの市民が文化芸術に親しめる環境づくりに努めます。

八街市民文化祭の
参加・観覧者数

2,328人 2,700人 2,826人

実
施
状
況

・日頃から文化芸術活動に取り組む団体・個人による作品展示や芸能発表の場
として、市民文化祭や市民音楽祭を開催しました。
・絵画、書道、写真、工芸、音楽、舞踊など、多様な分野の成果発表の機会を
提供し、市民相互の交流と文化活動の活性化を図りました。

　３．基本方針３　市民文化の創造と継承

　（１）目標３－１　文化芸術活動の推進

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
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取
組
実
績

・文化部活動の地域展開に向け、市内の文化芸術団体との連携を進めていま
す。
・令和７年度は、演劇部において、地域指導者や近隣高校、元演劇部員の協力
を得ながら地域クラブとして活動を実施し、学校外の支援体制による活動を実
施することができました。
・吹奏楽部については、地域の文化芸術団体等と協議する場を設け、楽器の運
搬・管理や練習場所の確保など、地域展開に向けた課題整理と検討を進めまし
た。

施策 文化芸術団体との連携による鑑賞の機会の充実

取
組
実
績

・中央公民館ロビーに設置している展示スペースを使用した「やちまたアート
ピット」を開催しました。
・会期は通年（３か月毎に作品入替え）とし、４人の芸術作家に作品を出品い
ただきました。
・「八街市の文化芸術振興を考える会第13回作品展」を八街市民文化祭と同時
に開催しました。会期は11月1日（土）～3日（月）とし、総勢205人（ロ
ビー85人　視聴覚室120人）の観覧者数となりました。
・２月には、中央公民館壁面を使用した「中央公民館の廊下が美術館に～秋山
保久・小島房子・永田義信・安田操～芸術作品展」開催しました。会期は2月
12日（木）～27日（金）として、145人の観覧者数となりました。

施策 文化部活動の地域移行に向けた文化芸術団体との連携
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施策 各種文化財調査の実施と調査成果の活用

取
組
実
績

・各種文化財に対し持続可能な調査体制を整備するため、令和７年度は文化財
専門職員の採用に努めるとともに、県主催の講習会等に参加し職員の資質向上
を図りました。
・「カタクリ群生地でのおもてなし」、カタクリの生育状況の調査等は文化財
ボランティアとともに取り組み、ボランティアはこの際に学んだ成果を生かす
ため歴史ガイドや主催講座のサポーターを担っています。

今
後
の
取
組

・指定等文化財のさらなる拡充に向けて、まず、現状における文化財の適正な
整備と管理を基本的な土台としつつ、次年度は市所蔵資料のミミズク土偶新規
指定に向けて、学術的な調査を推進します。

施策 指定文化財等の整備と適正な管理

取
組
実
績

・「小間子牧野馬捕込跡」では、土手の崩落防止に伴う維持・管理を８回実施
しました。
・下草処理等の整備を、「柳沢牧野馬土手」では３回、「御成街道跡（風景谷
の険）」２回、「こえっぱの弁天跡」２回、「カタクリ群生地」においては３
回実施し、各文化財に適した維持・管理を行いました。

文化財の指定等件数 22件 24件 22件

実
施
状
況

・「小間子牧野馬捕込跡」では長年の風雨等による土手の崩落を防止するた
め、オカメザサ植栽による整備を行いました。
・本年度はオカメザサの生長を阻害するタケニグサの除去を集中的に実施しま
した。
・「柳沢牧野馬土手」、「御成街道跡（風景谷の険）」、「こえっぱの弁天
跡」では下草処理等の整備、「カタクリ群生地」においても整備を行いまし
た。

　（２）目標３－２　歴史・文化の保護と継承の推進

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
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取
組
実
績

・文化財保護法及び国・県の指導により、埋蔵文化財の発掘調査は教育委員会
の自治事務であるとともに、開発等に伴う事前の取扱いが必要であり、令和７
年度の確認・問合せは200件を超えました。
・発掘の通知・届出件数は１４件、発掘調査については教育委員会直営調査が
３件、(公財)印旛・柏文化財センターが１件実施し、埋蔵文化財の適正な協議
と記録保存の措置を行いました。

施策 各種媒体を活用した情報提供の実施

取
組
実
績

・文化財保護を周知するため、指定文化財「柳沢牧野馬土手」等の文化財保護
周知用の看板を長寿命計画に基づき整備しました。
・「カタクリ群生地でのおもてなし」では広報やちまた及び市HPで周知しま
した。一方、郷土資料館では縄文時代を分かりやすく解説したアニメーション
の動画を作成し、市HPで公開しました。

施策 埋蔵文化財の適切な保護に向けた協議等と記録保存の実施
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　（３）目標３－３　市史編さん事業の推進

指標
基準値 目標 達成状況

（令和６年度） （令和11年度） （令和７年度）

八街市史の刊行巻数 2巻 4巻 ２巻

実
施
状
況

・市史編さん事業については近世部会と近現代部会、2つの専門部会を設置
し、それぞれ資料調査・収集・調査等を進めています。
・直近の刊行計画として、財政健全化の取組に伴う計画変更から、令和10年度
に「八街市史 資料編 近世三」を刊行する計画であり、掲載対象となる旧佐倉
藩領に所在する古文書の整理作業を実施するとともに資料編の章立てを策定
し、掲載候補となる古文書の翻刻筆耕を実施しました。
・近現代部会は令和14年度に刊行予定とした「八街市史 資料編 近現代一」に
関する資料整理と古文書の翻刻筆耕を実施しました。

今
後
の
取
組

・大学・研究機関の研究者等で構成される専門部会や関係機関と協力しなが
ら、市内市外の佐倉藩領関連の古文書の調査・収集、掲載候補となる古文書の
選定並びに翻刻筆耕作業など、現在進めている「八街市史 資料編 近世三」刊
行に向けた業務を継続します。
・各章立てに基づいた解説原稿等についても、令和９年度までに併せて作成
し、令和10年度の刊行を目指します。

施策 市内外に残る資・史料の継続的な所在調査と収集

取
組
実
績

・近世部会の令和６年度資料調査で、新出史料として発見・収集した「岡田区
有文書」が、全て虫損・経年劣化により断片化・混在した状態であったため、
一点毎に照合・接合し、分類作業等を実施しました。
・佐倉市に所在する佐倉藩領関連史料である「堀田家文書」の調査を実施し、
目録の作成後に掲載候補となる古文書の選定を進め、令和８年度に現地調査を
実施するため調整中です。

施策 八街市史に関する史料整理と調査・研究

取
組
実
績

・近世部会では目録作成を終えた文書群（用草区有文書・斉藤芳郎家文書）に
ついて、史料保護と活用を目的とした写真撮影を進め、26,843カット分の撮
影を行いました。
・近現代部会については「資料編 近現代一」の刊行に向けた資料整理として
「大関区有文書」の整理・目録作成を実施し、概ね８割が完了しました。
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取
組
実
績

・近世部会では、「資料編 近世三」の刊行に向けた原稿作成に着手し、章立て
ごとに掲載候補となる古文書を選定しながら、翻刻作業を進め、原稿用紙747
枚(資料編ページ換算約180頁分)の筆耕を完了しました。
・近現代部会では、令和６年度から実施していた「三井文庫」所蔵文書(八街
開墾関連)の翻刻作業についても継続的に進めています。

施策 『八街市史』（資料編・通史編）及び関連図書の刊行
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施策 学校教育及び市民等団体への歴史・文化に関する授業・講座支援

取
組
実
績

・高齢者福祉課の企画である「南部から誰でもカフェ」では認知症予防に関心
のある方々を対象とした活動の一環として、沖地区の歴史を解説しながら現地
での歴史ガイドを実施する等、さまざまな世代や環境での学習ニーズに対応で
きるような講座の組み立てを考慮しながら実施しました。

今
後
の
取
組

・歴史・文化に対して興味や親しみを抱けるように、現代の私たちが日常生活
の中で身近にある事柄・関心事、そして何気なく感じることを積極的に取り上
げるとともに、分かりやすい解説や説明を心がける工夫や仕組を考慮し、誰も
が歴史を楽しめるような講座等を目指すため、講座の企画段階から、講座内容
を精査し講座の充実に努めます。

施策 教育委員会主催講座等の実施と拡充

取
組
実
績

・社会教育課主催の「夏休み！親子で楽しむ縄文土器づくり！」は親子参加の
体験型の講座として全２回延べ32人が参加し、アンケートの結果からは好評を
得ました。
・資料館主催の「ナイフ形石器を作ろう」も体験型のもので全１回15人が参加
し、「やさしい古文書講座（入門編）」・「やさしい古文書講座（初級編）」
を全６回開催しました。

各種講座の実施件数 27回／年 30回／年 39回／年

実
施
状
況

・市民や各団体の要請に応じ、郷土資料館と連携した出前講座を全２９回開催
し、延べ623人が受講しました。
・資料館主催の「ナイフ形石器を作ろう」、「やさしい古文書講座（入門
編）」・「やさしい古文書講座（初級編）」、社会教育課主催の「夏休み！親
子で楽しむ縄文土器づくり！」を実施しました。

　（３）目標３－４　市民の歴史・文化に対する意識高揚と協働事業の推進

指標
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）
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取
組
実
績

・市指定文化財「文違麦つき踊」を継承している保存会へのサポートの一例と
して、「こうみんかん祭」での公演を支援しました。
・文化財ボランティアとの協働事業としては「カタクリ群生地でのおもてな
し」を実施しました。
・文化財ボランティアは担い手の高齢化が課題であり、この改善策として主催
講座の参加者にボランティア活動への参加を募り、新たなボランティアの育成
を推進しました。

施策 文化財保持団体やボランティアへの活動支援と協働事業の実施
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　４．基本方針４　豊かな心を育む交流の推進

　（１）目標４－１　国際交流の推進

指標の項目
基準値 目標 達成状況

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

外国との交流に興味
関心を持つ児童・生
徒の割合

小学校64.4％
中学校68.6％

80%
全国学力・学習状
況調査の質問事項

削除

実
施
状
況

・国際交流団体と連携し、市内４校に台湾、中国、モンゴルの学校のこどもた
ちを迎えて、国際交流会を実施し、外国の文化に触れる機会を設けました。
・また、小・中学校での外国語活動や外国語科の授業や、幼稚園・保育園での
国際交流イベント、企業との連携によるイングリッシュデイキャンプ等の機会
を通して、コミュニケーション能力の育成を図りました。

今
後
の
取
組

・他国のこどもたちを迎え入れての国際交流会を通して、児童・生徒が積極的
にコミュニケーションを取ろうと工夫する様子が多く見られました。
・引き続き、国際交流団体との連携を図り、市内小・中学校における国際交流
の機会を設けていきます。
・より多くのこどもたちが英語に慣れ親しむことができるように、国際交流イ
ベント等への参加を促していきます。

施策 国際交流団体との連携

取
組
実
績

・千葉県観光物産協会のサポートにより、朝陽小学校には台湾、八街北小学校
には中国の学校のこどもたちを迎えて、国際交流会を実施しました。
・八街市国際交流協会のサポートにより、八街南中学校と二州小学校に、モン
ゴルの学校のこどもたちを迎えて、国際交流会を実施しました。

施策 友好都市との交流推進

取
組
実
績

・本市は、中華人民共和国山東省濰坊市と平成13年に友好協力関係を築くため
の覚書を締結し、交流・友好を深めてきましたが、令和７年度の取組実績はあ
りませんでした。
・今後も、八街日中友好協会とも連携し、濰坊市との交流事業を推進していき
ます。
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施策 幼少期からの外国語教育の充実

取
組
実
績

・市内幼稚園・保育園のうち、派遣を希望した８園にALTを派遣して実施した
国際交流イベントを通して、英語に慣れ親しみました。
・市内小中学校１３校にALTを派遣し、外国語活動・外国語科の授業を実施し
ました。

施策 国際交流イベントの実施

取
組
実
績

・市内幼稚園・保育園のうち、派遣を希望した８園にALTを派遣して、国際交
流イベントを実施しました。
・企業との連携によるイングリッシュデイキャンプを年に２回実施し、ALTや
参加児童・生徒と積極的に英語でコミュニケーションをとる機会を設けまし
た。
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施策 異文化理解による豊かな心の育成

取
組
実
績

・異文化理解に関する主催学習講座として「Let'sEnjoy！楽しい英語講座」を
開催しました。
・生きがい短期大学の中では、「世界に目を向けよう」と題して３回開催し、
各国の文化・風俗・習慣等について理解を深めることができました。

今
後
の
取
組

・活動支援員の配置やボランティア協力者の確保を検討し、児童一人一人への
支援体制を強化していきます。
・学校・地域団体などとの連携を強化し、広報の幅を広げることで参加者の拡
大を図り、児童の興味関心を反映した新たな体験活動を取り入れ、継続的に魅
力ある広場づくりを推進していきます。

施策 世代間交流による豊かな心の育成

取
組
実
績

・放課後子ども教室・青少年相談員事業実施による世代間交流については、放
課後子ども教室及び青少年相談員事業の交流会や少年少女のつどい大会におい
て、児童が保護者や学校の教員以外の世代と関わる場を提供しました。
・こども達の安全な居場所作り事業キラットスマイル広場を開催して、こころ
豊かで健やかな成長を支える場を提供しました。

自分と異なる価値観
への理解が深まった
と感じた人の割合

61% 100% 72%

実
施
状
況

・子どもキラットスマイル広場では、活動支援員や異年齢の友人との交流を通
して、児童が多様な価値観に触れる機会を提供できました。
・体験活動や学習プログラムの提供により、児童の主体性・協調性・コミュニ
ケーション能力の向上を図りました。

　（２）目標４－２　文化間交流の推進

指標の項目
基準値 目標 達成状況

（令和６年度） （令和11年度） （令和７年度）
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実
施
状
況

・令和７年度においては、価値観の多様化が進む中、誰一人取り残されること
なく、誰もが生き生きとした人生を享受できる共生社会の実現に向け、文部科
学省第４期教育振興基本計画にある２つのコンセプトである「持続可能な社会
の創り手の育成」と「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を目指
し、学校・家庭・地域・社会の４つの視点からウェルビーイングの向上を推進
しました。

今
後
の
取
組

・学校・家庭・地域・社会が相互に連携し、こどもから大人まで市民一人一人
が将来にわたって幸せや生きがいを感じることができるよう、引き続き地域に
根差したウェルビーイングの向上に取り組んでいきます。
・指標である「普段の生活の中で幸せを実感した児童・生徒の割合」（現状：
小学校89％、中学校86.3％）については、引き続き全国学力・学習状況調査
等の結果を分析・検証しながら、目標値達成に向けた取組を継続していきま
す。

取
組
実
績

・幼少期からのSDG’ｓ教育を通じ、持続可能な社会の創り手としての意識の
醸成を図るとともに、主権者・消費者教育を推進し、現代を主体的に生き抜く
力の育成に努めました。
・教員が前向きにこどもたちのために注力できる環境を整えるため、校務支援
システムの活用や行事の精選により時間外在校等の削減を推進し、教員のウェ
ルビーイングの向上に向けた働き方改革を実施しました。

（令和５年度） （令和11年度） （令和７年度）

施策 学校のウェルビーイングの向上

指標の項目

普段の生活の中で幸
せを実感した児童・
生徒の割合

小学校86％
中学校83％

100%
小学校89%

中学校86.3%

　（３）目標４－３　地域に根差したウェルビーイングの向上

基準値 目標 達成状況
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取
組
実
績

・社会教育振興大会や家庭教育講演会ではそれぞれのテーマに沿った講師を招
き開催しました。
・それぞれの大会では、講師の経験談や人との絆、家庭・家族の役割などにつ
いて、理解を深める機会を提供しました。
・参加者からは前向きな意識の変化が見られたとの回答があり、これらの取組
を通じて、市民が自らの生活や地域課題に向き合う姿勢が育まれ、社会的ウェ
ルビーイングの向上に一定の成果が得られました。

取
組
実
績

・こどもが家庭の中で健やかに育ち成長していくためには、親自身が安心して
子育てができる環境づくりが必要となることから、家庭教育を学ぶ機会として
市立幼稚園･小・中学校の保護者を対象に「家庭教育学級」を開設し、延べ
426名の参加がありました。
・家庭教育の一助として、世代別のリーフレットを作成し、市内幼稚園及び保
育園(公立・私立）・こども園・小中学校の新入生の保護者に配布しました。
（幼・保用551枚、小学校用438枚、中学校用451枚）

取
組
実
績

・地域協働活動によるウェルビーイングの向上として、協働活動リーダーや青
少年相談員の活動をとおして、他者や地域とのつながりを促進し、地域住民が
こどもの育成に参画しました。

施策 家庭のウェルビーイングの向上

施策 地域のウェルビーイングの向上

施策 社会のウェルビーイングの向上

－43－



Ⅳ 　 外 部 評 価 者 の 意 見  

　  

  外 部 評 価 の 意 見 等  

　 〈 外 部 評 価 者 〉  

　 　 ・ 江 澤 　 利 典 　 　 　 元 八 街 市 建 設 部 長  

　 　 ・ 稲 田 　 亮 浩 　 　 　 元 佐 倉 市 立 佐 倉 小 学 校 長  

 

  

 ○ 教 育 委 員 の 活 動 に つ い て  

  

 ・ 各 小 中 学 校 訪 問 の 際 に は 、 あ ら ゆ る 角 度 か ら こ ど も 達 を 的 確 に 観 察 さ れ て
 お り 、 学 校 の 様 子 が 分 か り や す く 表 現 さ れ て い た と 思 う 。  

 ・ 社 会 教 育 施 設 に つ い て は 施 設 の 老 朽 化 に 対 す る 意 見 や 、 施 設 の 再 興 を 促 す
 意 見 が あ っ た が 、 ま さ し く 八 街 市 の 重 要 課 題 の 一 つ だ と 思 う 。  

  

 　 今 後 も 学 校 の 評 価 に と ど ま る こ と な く 、 現 場 の 課 題 を 把 握 し 、 今 後 の 施 策
 に 生 か す 「 支 援 」 を 願 う 。  

 ・ ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 さ れ て い る 総 合 教 育 会 議 及 び 教 育 委 員 会 議 の 議 事 録 は 、
 詳 細 に 記 録 さ れ て い て 、 教 育 委 員 各 氏 の 発 言 も 分 か る よ う に な っ て い る 。  

 ・ 教 育 委 員 研 修 の 参 加 報 告 は 、 教 育 委 員 会 議 で し っ か り と 報 告 さ れ 、 情 報 の
 共 有 が な さ れ て い る 。  

 ・ 事 前 に 評 価 項 目 を 設 定 し 、 市 内 す べ て の 教 育 施 設 を 視 察 し 、 児 童 ・ 生 徒 や
 施 設 の 的 確 な 現 状 把 握 に 努 め て い る 。 視 察 を 通 し て 、 本 市 が 抱 え る 教 育 課 題
 を 再 認 識 し 、 課 題 の 解 決 に 向 け て 、 施 策 に 反 映 さ れ た い 。  

 ・ 教 育 委 員 と し て 、 地 域 住 民 の 意 見 を 反 映 さ せ た 、 地 域 に 根 ざ し た 教 育 施 策
 の 推 進 へ の 支 援 を さ れ た い 。  
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 ○ 教 育 委 員 会 の 所 管 施 策 （ 基 本 方 針 １ ） に つ い て  

  

 　 目 標 １ － １ 「 生 き る 力 」 の 育 成  

 ・ 知 識 の 詰 め 込 み で も ゆ と り 教 育 で も な く 自 ら 考 え 行 動 す る 力 の 育 成 を 目 指
 し て い る こ と は 理 解 す る が 、 特 に 学 力 学 習 状 況 調 査 の 結 果 の 分 析 を し 、 本 市
 の 小 中 学 生 に あ っ た 指 導 方 法 の 強 化 を し て も ら い た い 。  

 ・ 幼 小 中 高 連 携 教 育 に つ い て は 、 本 市 の 伝 統 で あ る の で 、 現 状 に あ っ た 形 で
 常 に ア ッ プ デ ー ト さ せ な が ら 推 進 さ れ た い 。 特 に 、 教 育 委 員 会 の リ ー ダ ー シ
 ッ プ が 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 ・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に 基 づ く 一 人 一 台 端 末 の 活 用 は 、 目 を 見 張 る も の が
 あ る 。 機 器 整 備 に 当 た っ た 教 育 委 員 会 の 尽 力 に 感 謝 す る 。 今 後 は 、「 情 報 リ
 テ ラ シ ー 」 の 指 導 に も 力 を 入 れ て い く 必 要 性 を 強 く 感 じ る 。  

  

 　 目 標 １ － ２ 多 様 な 教 育 的 ニ ー ズ の 把 握 と 指 導 ・ 支 援 の 充 実  

 ・ 特 に 不 登 校 支 援 の 施 策 に つ い て は 、 以 前 よ り 充 実 し て き て い る と 思 わ れ る
 が 、 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 状 況 を 把 握 し 、 専 門 家 や 教 育 支 援 セ ン タ ー 等 の 連 携
 を 密 に し 、 さ ら に 不 登 校 対 策 の 強 化 を お 願 い し た い 。  

 ・ 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 へ の 支 援 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 関 わ り 、 良 く 努
 力 が 伺 え る 。 特 に 本 市 で は 、 校 内 支 援 教 室 や 市 教 育 支 援 セ ン タ ー 「 ナ チ ュ ラ
 ル 」 な ど 早 く か ら 支 援 が 充 実 し て い る 。 引 き 続 き 、 各 機 関 が 連 携 し て 支 援 を
 さ れ た い 。  

 ・ 外 国 人 児 童 ・ 生 徒 へ の 支 援 に つ い て 、 教 育 委 員 会 は 各 学 校 の 現 状 を よ く 把
 握 し て 、 適 切 な 支 援 を し て い た だ き た い 。  

  

 　 目 標 １ － ３ 豊 か な 心 の 育 成  

 ・ 生 徒 指 導 ア ン ケ ー ト に お け る 自 己 肯 定 感 が 高 く な っ て き て い る の は 、 各 学
 校 の 努 力 の 賜 物 で は な い か と 考 え る 。 今 後 も 、 学 校 体 制 で 「 考 え 、 議 論 す る
 道 徳 」 の 充 実 に 努 め て い た だ き た い 。  

 ・ 各 種 選 挙 で 低 投 票 率 と い う 現 状 を 改 善 す る た め に 、 小 中 学 生 の う ち か ら 主
 権 者 教 育 を 推 進 し て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。  

  

 　 目 標 １ － ４ 教 育 機 会 の 拡 充 、 教 育 施 設 の 整 備  

 ・ 学 校 の 洋 式 ト イ レ の 整 備 、 ま た 照 明 器 具 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 に つ い て は 、 今 後 も 進
 め て も ら い た い 。  

 ・ 通 学 路 の 安 全 確 保 に つ い て は 充 実 を 望 む 。  

 ・ 学 校 給 食 セ ン タ ー の 調 理 場 集 約 化 事 業 に つ い て は 、 し っ か り と 評 価 し て 今
 後 の 運 営 を 進 め て い た だ き た い 。  

 ・ 幼 稚 園 、 小 中 学 校 へ の 防 犯 カ メ ラ の 設 置 は 、 速 や か に 進 め て い く 必 要 が あ
 る と 考 え る 。  

  

 　 目 標 １ － ５ 家 庭 教 育 力 ・ 地 域 教 育 力 の 向 上  

 ・ 市 内 全 小 中 学 校 に 学 校 運 営 協 議 会 が 導 入 さ れ 、 地 域 と の 協 働 体 制 の 充 実 が
 図 ら れ た こ と で 、 保 護 者 の 学 校 へ の 肯 定 的 評 価 が 高 ま る 一 助 と な っ た 点 は 、
 評 価 し た い 。 学 校 間 で も 、 情 報 を 共 有 し て 活 動 の 参 考 に し て い け る と 良 い と
 考 え る 。  

 ・ 地 域 に お け る 人 材 の 発 掘 を 積 極 的 に 進 め て も ら い た い 。 そ の た め に は 、 地
 域 学 校 協 働 活 動 推 進 委 員 の 発 掘 ・ 資 質 向 上 が 大 切 だ と 考 え る 。
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 ○ 教 育 委 員 会 の 所 管 施 策 （ 基 本 方 針 ２ ） に つ い て  

  

 　 目 標 ２ － １ 生 涯 学 習 支 援 体 制 の 充 実 と 関 係 団 体 へ の 活 動 支 援  

 ・ 生 涯 学 習 ガ イ ド 「 八 街 市 ま な び ぃ ガ イ ド 」 の 発 行 や 、「 講 師 リ ス ト 」 の 作
 成 は 、 市 民 の 多 様 な ニ ー ズ に 応 え 、 生 涯 学 習 支 援 体 制 の 充 実 に 有 効 な 手 立 て
 で あ る と 思 う 。  

  

 　 目 標 ２ － ２ 多 様 な ニ ー ズ に 応 じ た 学 習 機 会 の 充 実  

 ・ 公 民 館 、 図 書 館 、 郷 土 資 料 館 等 で の 学 習 機 会 を 広 め て い る こ と に つ い て は
 非 常 に 良 い こ と だ と 思 う 。 今 後 も す べ て の 人 が 最 適 な 学 び を 得 ら れ る 環 境 を
 整 え る 取 組 を 願 う 。 　  

 ・ 図 書 館 が 積 極 的 に さ ま ざ ま な 事 業 を 実 施 し 、 入 館 者 や 貸 し 出 し 冊 数 を 増 や
 そ う と 努 力 し て い る の は 評 価 で き る 。  

 ・ 郷 土 資 料 館 に つ い て は 、 限 ら れ た 条 件 の 中 で 、 工 夫 し て 事 業 を 進 め て い る
 と 思 う 。た だ 、市 の 郷 土 資 料 館 と し て 、施 設 も 含 め て 一 層 の 充 実 を 期 待 す る 。 

  

 　 目 標 ２ － ３ ス ポ ー ツ ・ ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン の 普 及  

 ・ ス ポ ー ツ の 普 及 に つ い て は 大 変 重 要 な こ と だ と 思 う 。 人 材 が い な い わ け で
 は な く 、 人 材 を 発 掘 す る こ と が 弱 い と 感 じ る 。 若 い 世 代 か ら 高 齢 の 方 ま で い
 ろ い ろ な ス ポ ー ツ を 経 験 し て き た 方 々 を 積 極 的 に 掘 り 起 こ す 施 策 が 必 要 と 思
 う 。  

 ・ 喫 緊 の 課 題 と し て 、 中 学 校 運 動 部 活 動 の 地 域 展 開 に 向 け 、 社 会 体 育 関 係 団
 体 と の 連 携 を 進 め た 結 果 、 剣 道 部 に つ い て は 地 域 ク ラ ブ と し て 活 動 が 開 始 で
 き た こ と は 大 い に 評 価 で き る 。 こ の 動 き が 他 の 競 技 に も 速 や か に 広 が る こ と
 を 期 待 す る 。  

  

 　 目 標 ２ － ４ 社 会 教 育 施 設 ・ 社 会 体 育 施 設 の 整 備  

 ・ 施 設 の 長 寿 命 化 等 に つ い て は 大 変 努 力 を し て い る と 思 う 。  

 ・ 公 式 の 試 合 が 出 来 る 施 設 の 充 実 を 求 め る 。  

 ・ 限 ら れ た 予 算 の 中 で 、 優 先 度 の 高 い 箇 所 か ら 計 画 的 に 施 設 整 備 を 実 施 し て
 い る 関 係 者 の 尽 力 に 頭 が 下 が る 。 今 後 も 引 き 続 き 、 計 画 的 に 整 備 を 進 め 、 万
 一 地 震 が 発 生 し た と き の 避 難 所 と な る 施 設 に つ い て は 、 十 分 な 備 え を お 願 い
 し た い 。  
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 ○ 教 育 委 員 会 の 所 管 施 策 （ 基 本 方 針 ３ ） に つ い て  

  

 　 目 標 ３ － １ 文 化 芸 術 活 動 の 推 進  

 ・ 各 種 文 化 芸 術 活 動 に 取 り 組 む 団 体 へ の 支 援 の 充 実 を 求 め る 。  

 ・ 各 種 団 体 と 連 携 し 、 市 民 文 化 祭 を は じ め と し た さ ま ざ ま な 文 化 芸 術 活 動 が
 展 開 さ れ て い て 、 多 く の 参 加 者 や 観 覧 者 が い る こ と は 、 こ れ ま で 取 組 を 継 続
 し て き た 成 果 だ と 思 う 。 団 体 関 係 者 の 高 齢 化 が 心 配 さ れ る が 、 今 後 も 盛 況 を
 期 待 す る 。  

 ・ Ｊ Ｒ 八 街 駅 通 路 脇 の 展 示 ス ペ ー ス に 、 文 化 芸 術 団 体 の 作 品 が 展 示 さ れ て い
 る こ と で 、 潤 い の あ る 雰 囲 気 を 与 え て い る よ う に 感 じ て い る 。 今 後 も こ う い
 っ た 活 動 を 大 切 に し て 継 続 し て い た だ き た い 。  

 ・ 中 学 校 の 文 化 部 活 動 の 地 域 展 開 に 向 け 、 文 化 芸 術 団 体 と の 連 携 を 進 め て い
 る の は 、 大 変 に 喜 ば し い こ と だ と 思 う 。 い ろ い ろ と 課 題 は あ る が 、 ぜ ひ 活 動
 を 拡 充 し て い た だ き た い 。  

  

 　 目 標 ３ － ２ 歴 史 ・ 文 化 の 保 護 と 継 承 の 推 進  

 ・ 指 定 文 化 財 の 整 備 と 適 正 な 維 持 管 理 に つ い て は 、 少 な い 予 算 を 有 効 活 用 し
 て い る と 思 う 。 今 後 も 調 査 体 制 を 充 実 さ せ 歴 史 、 文 化 の 保 護 と 継 承 の 推 進 を
 望 む 。  

  

 　 目 標 ３ － ３ 市 史 編 さ ん 事 業 の 推 進  

 ・ 今 後 も ２ つ の 専 門 部 会 の 充 実 を 図 る と と も に 関 連 図 書 の 刊 行 に 努 め ら れ た
 い 。  

 ・ 令 和 10年 度 「 八 街 市 史  資 料 編  近 世 三 」、 令 和 14年 度 「 八 街 市 史  資 料 編  
 近 現 代 一 」 の 刊 行 に 向 け て 、 計 画 的 に 業 務 を 進 め て お ら れ る 様 子 で 、 地 道 な
 作 業 に 敬 意 を 表 す 。 予 定 ど お り の 刊 行 を 目 指 し て 、 ぜ ひ 頑 張 っ て い た だ き た
 い 。  

  

 　 目 標 ３ － ４ 市 民 の 歴 史 ・ 文 化 に 対 す る 意 識 高 揚 と 協 働 事 業 の 推 進  

 ・ 歴 史 や 文 化 に 対 し て 市 民 が 興 味 を 持 て る よ う な 事 業 の 展 開 を 望 む 。 ま た 、
 出 前 講 座 に つ い て も 市 民 の 要 請 に 応 じ る と と も に 分 か り や す く 関 心 を 抱 く よ
 う な 講 座 を 目 指 す こ と を 願 う 。  

 ・ 各 種 講 座 が 工 夫 さ れ た 内 容 で 実 施 さ れ て い て 、 担 当 部 署 の 努 力 が 感 じ ら れ
 る 。 今 後 も 市 民 の ニ ー ズ に 応 え る 講 座 の 充 実 に 努 め て い た だ き た い 。  
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○ 教 育 委 員 会 の 所 管 施 策 （ 基 本 方 針 ４ ） に つ い て  

 

　 目 標 ４ － １ 国 際 交 流 の 推 進  

・ 国 際 交 流 イ ベ ン ト を 積 極 的 に 実 施 し 、 生 き た 英 語 を 聴 く こ と に よ り 、 日 常
会 話 が で き る 英 語 力 の 強 化 を 図 っ て も ら い た い 。  

・ 国 際 交 流 団 体 や 企 業 と 連 携 し 、 交 流 の 機 会 を 設 け る こ と は 、 と て も 有 効 な
手 立 て で あ る と 思 う 。 実 施 対 象 の 学 校 と よ く 相 談 し な が ら 、 よ り 一 層 の 充 実
を 期 待 す る 。  

・ Ａ Ｌ Ｔ の 派 遣 に つ い て は 、 こ れ ま で も 大 き な 成 果 を あ げ て い る が 、 よ り 質
の 高 い Ａ Ｌ Ｔ の 派 遣 に 努 め て い た だ き た い 。  

 

　 目 標 ４ － ２ 文 化 間 交 流 の 推 進  

・ 異 な る 国 や 地 域 の 相 互 理 解 の 深 化 、 多 様 性 の 尊 重 等 を 目 的 と し た イ ベ ン ト
等 の 充 実 を 図 ら れ た い 。  

・「 子 ど も キ ラ ッ ト ス マ イ ル 広 場 」 を は じ め 、 さ ま ざ ま な 交 流 の 機 会 を 設 け
実 施 し て い る 点 は 、 大 い に 評 価 で き る 。 ７ 月 に 「 子 ど も キ ラ ッ ト ス マ イ ル 広
場 」 に 支 援 員 と し て 参 加 し た 際 に は 、 夏 休 み の 土 曜 日 だ っ た た め か 、 参 加 者
が 少 な か っ た の が 残 念 だ っ た 。 周 知 の 方 法 や 実 施 日 時 に つ い て 、 検 討 し て い
た だ き た い 。  

 

　 目 標 ４ － ３ 地 域 に 根 差 し た ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上  

・ ウ ェ ル ビ ー イ ン グ を 高 め る 要 素 と し て 、 心 と 体 の 健 康 、 人 と の 繋 が り 、 や
り が い と 働 く 環 境 が あ る が 、こ の ３ つ の 要 素 を 取 り 入 れ た 施 策 の 充 実 を 望 む 。 

・ ま ず 、「 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 」 を 目 標 と し て 設 定 し た こ と 、 さ ら に 「 学
校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・ 社 会 」 の ４ つ の 視 点 か ら 推 進 し て い る こ と が 良 い と 思 う 。
特 に 、 教 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 に 向 け た 働 き 方 改 革 に つ い て は 、 児 童
・ 生 徒 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 に も 繋 が る の で 、 一 層 の 推 進 を 期 待 す る 。  

 

　 そ の 他  

・ 学 校 で の 働 き 方 改 革 に つ い て は 、 着 実 に 成 果 が 上 が り つ つ あ る と 考 え る が
依 然 と し て 長 時 間 勤 務 の 教 職 員 も い る と 思 わ れ る の で 、 引 き 続 き 取 組 を 加 速
さ れ た い 。  

・ 地 域 の 教 育 力 の 低 下 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 機 能 の 強 化 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ る
中 で 、 地 域 と 学 校 の 連 携 ・ 協 働 体 制 の 構 築 の 取 組 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー
ル と 地 域 学 校 協 働 活 動 の 一 体 的 な 取 組 の 充 実 を 望 む 。  

・ 学 校 施 設 の 老 朽 化 の 進 行 や 多 様 な 教 育 内 容 ・ 方 法 等 の 対 応 が 依 然 と し て 課
題 に な っ て い る こ と か ら 、 国 の 打 ち 出 し て い る 施 策 等 を 十 分 理 解 し 、 補 助 事
業 、 さ ら に は 交 付 税 に 盛 り 込 ま れ て い る 教 育 環 境 の 整 備 等 に つ い て 、 担 当 部
局 は 今 後 も 注 視 し て 施 策 に 活 用 さ れ た い 。 　

　 　 ※ こ の 評 価 結 果 に つ き ま し て は 、 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 し て お り ま す 。  
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  

    



  

 

 
     

         
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         

 

  

  

 


 






























 

 

    
     

   
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    

                      
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 


    

    

    

    

    

    

    

    

  



        

  

   
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 


     

       

        

     

       

     

     

      

        

     

      

    

       

   



   

     
   
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  

     

         

  

    

         

  

    

         

 

    



  

    

         

   

         

 

  









     


 
   
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     

         



  

    

         



  

    

         



         

   

         

  

    

  





     


 
   
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     

         



  

    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

         

         

  






 

   



     
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     

         

  

    

         

 

  

    

         

 

  

    

         

         

         

  









     


 
   
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  

      

          

    

    

 

 

 

 

 

   

     

          

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

     

        

    
    

  


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

 

   

     

           

    

    

 

 

 

 

 

           

  

 

    

     

           

    

    

    

     

        

    
    

  




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

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

        

    
    

  


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      

          

    

 

 

 

 

           

    

 

 



 

    

     

           

    

 

 



 

    
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     

    

    

 

 

 

 

 

 

 

          

     

    

    

 

 

 
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 

 

           

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    
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          

  
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